
日時：5月 26日（金）10：00～10：30
場所：保健センター

2歳 6か月児相談

次回はここで撮影します！

●お問い合わせ

撮影に関するお問い合わせは政策企画課まで。
企画振興部　政策企画課　☎0826-42-5627

※受付時間

美土里町

津田　日人くん（H.26.7.31 生）
「太陽のように明るい日人ありがと

」

つだ　　　　ひびと
吉田町

西川　遥ちゃん（H.26.8.6 生）
「たくさんあそんでおおきくなーれ」

にしかわ　　はるか 美土里町

吹藤　史織ちゃん（H.26.9.2 生）
「元気で大きく成長してね。」

ふきとう　　　しおり

吉田町

若本　葵ちゃん（H.26.9.3 生）
「元気に育ってくれてありがとう♡」

わかもと　　 あおい

吉田町

廣澤　竜太くん（H.26.9.5 生）
「竜太の笑顔を一生守ります」

ひろざわ　　   りゅうた 吉田町
廣澤　このみちゃん（H.28.6.19 生）「素敵な女性になろうね（一緒に）」

ひろざわ

高宮町
菅原　天真くん（H.26.9.9 生）
「明るく優しい子になってね♡」

すがはら  　　   てんま
高宮町

山本　梨花ちゃん（H.26.9.10 生）
「明るく健康で大きくなってねー」

やまもと　　　りんか

向原町

佐伯　結月ちゃん（H.26.9.8 生）
「ニコニコ元気に大きくなってね！」

さえき　　　  ゆづき

※3月 17日に撮影され、今月号に掲載されていないお子様は来月号に掲載させていただきます。（生年月日順）
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D a t a
人　口 消防署の出動件数 交通事故

人口総数

世帯数

男

女

平成 29年 4月1日現在、外国人を含む。
各種統計は市ホームページに掲載しています。

※（　）内は前年同期の増減数
※（　）内は平成 28年度の累計

（年間累計）

火災 救急 救助 その他

毎月1日と15日は「防災デー」

市役所開庁時間 8:30～17:15
（土曜・日曜日、祝日、年末年始は閉庁）

安芸高田市ホームページ

人身事故前年比

前年比

前年比

前年比

P2 目次

P3 特集

P4 平成29年度予算

P6 主要事業の概要

P8 ホットな話題

P10 道の駅基本計画を策定しました

P11 リレーコラム vol.6

P12 トピックス「市からのお知らせとニュース」

P18 違う文化から日本を考える　vol.36

P19 市民のコーナー「人輝く」

P20 健康いいカラダ

P22 いきいき介護　vol.1 「介護保険の使い方」

P23 市長コラム

P24 げんきな親子

P26 安芸高田 警察

 空き家関連情報コーナー

P27 安芸高田 消防

P28 歴史紀行　シリーズ「お城拝見」第74回　松尾城

P29 暮らしの情報

P36 集まれ！安芸高田のアイドル

死者 負傷者
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〈 今月の表紙 〉
「安芸高田の
春を告げる花々」
（2017年市内撮影）

地域おこし協力隊

新規採用者紹介

5 月のイベント

出演神楽団を募り優
勝を競い合う。日々
鍛錬を積んだ舞人た
ちによる魂のこもった
演舞に圧倒される。

さつき選抜2017
第 25回広島県北部神楽競演大会
5月27日（土）

原田はやし田（来原さんばい祭り）
　来原小学校体育館・学校前特設田（高宮町原田）
川根はやし田　
　エコミュージアム川根周辺（高宮町川根）
生田はやし田
　まなび・旧生桑小学校跡（美土里町生田）
本郷はやし田
　美土里支所周辺（美土里町本郷）
桑田はやし田
　桑田の庄周辺（美土里町桑田）
中北はやし田
　中北会館圃場（美土里町北）
※原田はやし田、本郷はやし田には飾り牛が出ます。
　安芸高田市商工観光課☎0826-47-4024

5月28日（日）予定
はやし田／花田植え

所

所

所

所

所

所

問

　神楽門前湯治村（美土里町本郷 4627）
　開演 12時 30分
　・大人 1,500 円～・子ども500円～
　神楽門前湯治村☎0826-54-0888

所
時
￥

吉田本通り一帯を２台
のだんじり屋台が練り
歩く。壇上では子供
歌舞伎が上演される。
約 340 年の歴史を誇
る清神社の例祭。

吉田の市入祭
5月５日（金・祝）

　清神社・吉田商店街（吉田町吉田）
　10時～16時 30分
　　無料※市役所駐車場をご利用ください
　交通規制あり
　安芸高田市商工会☎0826-42-2560

所
時
￥駐
他
問

問

（平成 29年 3月末現在）（平成 29年 3月）
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新規採用者紹介

岡山県美作市の NPO 法人では、再生した棚田の米で作った日本酒の

ブランド化に成功。米作りだけでなく、商品開発や販路開拓、

Facebook や Twitter などの SNS を利用した情報発信、イベントプロ

デュースにも携わってきました。こうした経験を活かして、安芸高田市

を盛り上げる一役を担いたいと考えています。その一つが「田んぼアー

ト」。市内周遊型観光の目玉となるよう、関係者の方々と協力しながら

素晴らしい作品を作りたいです。

祖父の家が美土里町生田にあり、幼小の頃から農業や林業をする祖父母の姿を見てき

ました。当時は『後継者になる』という気持ちはありませんでしたが、前職の NPO

法人で経験した棚田の再生活動が転機に。荒れ果てた耕作放棄地を刈払機ひとつで

分け入り、棚田としてよみがえらせていく度、「いつかは祖父の土地を！」という想

いが強くなりました。そして、今の私ならここでこれまで培った

経験が活かせると思ったんです。

田んぼ
を観光

資源に
！

地域お
こし協

力隊の
ニュー

フェイ
ス

沖田政
幸です！　

商工
観光課

なぜ地域おこし協力隊に
なったの？

協力隊として
どんな活躍がしたい？

3 広報 あきたかた 平成29年5月号



●
市
民
自
ら
が
全
国
に
誇
れ
る
「
住
み
続
け
た
い
ま
ち 

安
芸
高
田
市
」
を
創
る

・
市
の
未
来
を
創
る
投
資
↓
子
育
て
支
援
、
働
く
場
の
確
保

・
市
民
に
安
全
・
安
心
を
与
え
る
投
資
↓
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
仕
組
み
の
構
築

・
市
民
に
元
気
と
活
力
を
与
え
る
投
資
↓
地
域
資
源
を
活
か
し
て
市
の
魅
力
を
発
信

●
自
主
財
源

市
税
、
分
担
金
及
び
負
担
金
、
使
用
料
及

び
手
数
料
な
ど
、
自
主
的
に
収
入
す
る
財

源
。

●
依
存
財
源

地
方
交
付
税
、
市
債
、
国
庫
支
出
金
、
県

支
出
金
、
地
方
譲
与
税
な
ど
、
自
主
財
源

以
外
の
財
源
。

●
市
税

市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

た
ば
こ
税
な
ど
市
が
課
税
徴
収
す
る
税
金
。

●
分
担
金
及
び
負
担
金

保
育
料
や
特
定
の
事
業
に
対
す
る
収
入
。

●
使
用
料
及
び
手
数
料

市
が
管
理
し
て
い
る
施
設
を
利
用
す
る
際
の

料
金
や
、
市
が
行
う
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

際
の
料
金
な
ど
。

用語解説

平
成
29
年
度
当
初
予
算
の
ポ
イ
ン
ト

会計別予算

企業会計

●
地
方
交
付
税

全
国
の
ど
の
ま
ち
で
も
一
定
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
行
え
る
よ
う
に
市
町
村
間
の
財
政
力
の

差
を
な
く
す
た
め
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お

金
。
所
得
税
、
酒
税
、
法
人
税
、
消
費
税

の
4
税
が
原
資
。

●
地
方
消
費
税
交
付
金

消
費
税
の
一
部
が
県
と
市
町
村
に
交
付
さ
れ

る
。
交
付
額
は
、
人
口
と
従
業
者
数
を
基

準
に
配
分
。

●
国
庫
支
出
金

市
が
行
う
仕
事
に
対
し
て
必
要
性
に
応
じ
て

国
か
ら
支
給
さ
れ
る
お
金
。

●
県
支
出
金

市
が
行
う
仕
事
に
対
し
て
必
要
性
に
応
じ
て

県
か
ら
支
給
さ
れ
る
お
金
。

●
市
債

公
共
施
設
な
ど
を
整
備
す
る
た
め
に
必
要
な

お
金
を
国
な
ど
か
ら
調
達
す
る
借
金
。

●
民
生
費

身
体
障
害
者
、
高
齢
者
、
児
童
な
ど
の
福

祉
に
関
す
る
経
費
。

●
公
債
費

市
が
借
り
た
お
金
（
借
金
）
の
返
済
経
費
。

●
総
務
費

企
画
、財
政
、電
算
処
理
、税
の
賦
課
、戸
籍
、

選
挙
な
ど
一
般
的
な
行
政
事
務
の
経
費
。

●
土
木
費

道
路
や
河
川
、
公
営
住
宅
の
建
設
、
整
備
、

維
持
の
た
め
の
経
費
。

●
教
育
費

幼
稚
園
、
小
中
学
校
な
ど
教
育
に
関
係
す

る
経
費
と
生
涯
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど

の
経
費
。

●
農
林
水
産
業
費

農
業
、
林
業
、
水
産
業
の
振
興
の
た
め
の
経

費
。

●
衛
生
費

保
健
事
業
、
環
境
に
関
す
る
経
費
。

●
消
防
費

消
防
や
火
災
予
防
に
関
係
す
る
経
費
。

●
議
会
費

議
会
の
活
動
に
必
要
な
経
費
。

歳
出

歳
入 一般会計 歳入　210億9,000万円

一般会計 歳出　210億9,000万円 平
成
29
年
度

予
算

　
平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
2
1
0
億
９,
0
０
０
万
円
（
対
前
年
度
比

17
億
3,
7
7
9
万
円
の
増
）、
8
つ
の
特
別
会
計
は
、
合
計
1
0
5
億
5,
9
2
8

万
円
（
対
前
年
度
比
9
億
2,
5
9
8
万
円
の
減
）
と
な
り
ま
す
。

※（

　）
内
の
対
前
年
度
比
の
金
額
は
、
平
成
28
年
度
の
骨
格
予
算
に
政
策
的
経
費
を
加
え
た

金
額
と
の
比
較
に
な
り
ま
す
。

※
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
と
飲
料
水
供
給
事
業
特
別
会
計
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
水
道
事

業
会
計
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

会計名 予算額

合計

水道事業会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

浄化槽整備事業特別会計

210 億 9,000 万円

105 億 5,928 万円

41億 9,487 万円

4億 2,781 万円

43億 5,729 万円

2億 7,369 万円

4億 9,819 万円

4億 3,680 万円

3億 5,983 万円

1,080 万円

316 億 4,928 万円

一般会計

特別会計（小計）

特定環境保全公共
下水道事業特別会計

コミュニティ・ブラント
整備事業特別会計

18億 1,302 万円

市税
34 億 9,114 万円
（16.6％）

民生費
55 億 5,512 万円
（26.3％）

公債費
40 億 775 万円
（19.0％）

総務費
29 億 9,746 万円
（14.2％）

土木費
21 億 4,996 万円
（10.2％）

教育費
20 億 2,168 万円
（9.6％）

自主財源
（24.0％）

依存財源
（76.0％）

地方交付税
89 億 1,000 万円
（42.2％）

分担金及び負担金
2 億 874 万円
（1.0％）

使用料及び手数料
3 億 1,428 万円
（1.5％）

その他
10 億 4,478 万円
（4.9％）

地方譲与税・各種交付金
8 億 5,490 万円

（4.1％）

国庫支出金
18 億 506 万円
（8.6％）

農林水産業費
16 億 5,725 万円

（7.9％）

衛生費
16 億 998 万円

（7.6％）

消防費
6 億 7,859 万円

（3.2％）

その他
2 億 2,089 万円
（1.0％）

議会費
1 億 9,127 万円

（0.9％）

県支出金
17 億 4,287 万円
（8.3％）

市債
27 億 1,820 万円
（12.9％）

※構成比は単純比較のため、
合計が必ずしも 100 となら
ない場合があります。

※万円未満の数値は切り捨て
ているため、合計と少し違い
があります。
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自然と調和した
快適な田園都市
の形成

移住・定住の促進：0.9 億円

生活インフラの整備・維持：9.1 億円

共に助け合う
安全・安心

安全・安心を守る取組：0.7 億円

公共施設・インフラ施設の安全の確保：4.3 億円

支え合う福祉
社会の実現と
医療体制の充実

市民総ヘルパー構想：0.5 億円 福祉相談事業の充実：0.7 億円

障害者支援の充実：8.6 億円 地域医療体制の充実：1.1 億円

未来につなぐ
自然環境 再生エネルギーの活用、ごみ減量化の推進：2.7 億円

学ぶ文化の醸成　 学校教育の充実：7.7 億円

生涯学習の充実：3.2 億円

子育て医療の充実：1.0 億円

子育て支援と
就学前教育の
充実

子育て支援の充実：2.8 億円

協働による
まちづくり

協働によるまちづくり：0.6 億円

安芸高田市の
宝を磨く

地域の魅力づくりの推進：4.7 億円 地域の魅力の発信：0.4 億円

地域の文化・歴史・スポーツ等を活用した地域活性化：0.6 億円

産業の活性化と
地域経済の循環

農林業振興の基盤整備：1.9 億円 有害鳥獣対策の実施：0.4 億円

農業者の支援：0.6 億円 商工業者の支援：0.3 億円

市民に元気と活力を与える投資

市民に安全・安心を与える投資

市の未来を創る投資

一般会計ベース平成29年度当初予算　210.9 億円

市の未来を創る投資　移住・定住の促進、子育て支援、仕事づくり
市民に安全・安心を与える投資　安心して暮らし続けられる仕組みの構築
市民に元気と活力を与える投資　市の魅力を捉え直し、伸ばし、PR

市民自らが全国に誇れる
「住み続けたいまち 安芸高田市」を創る

人が集い育つまちづくり

安心して暮らせるまちづくり

地域資源を活かしたまちづくり

地域の仕事づくり
・　　　　テレワーク実証実験の開始
・サテライトオフィス誘致
・起業支援の推進

移住・定住・Uターン者支援
・　　　　安芸高田市イメージ戦略策定
・　　　　定住者奨学金返還免除
・（拡充）地域おこし協力隊の配置　
・（拡充）結婚サポートの推進
・（拡充）空き家活用の推進

・　　　　住民票等自動交付機の設置　・お太助ワゴン車両更新
・下水道長寿命化　・水道未普及地域の解消（企業会計）

学力の向上
・　　　　英語教育の強化
・（拡充）地域未来塾の充実　

教育環境の充実
・　　　　小中学校空調整備
・（拡充）教育の ICT化の推進
・学校規模適正化の推進

保育環境の充実
・　　　　保育園空調整備
・　　　　甲田子ども園整備

子育て応援の充実
・保育料の軽減

24時間保育の実現
・　　　　子育て支援員の養成
・（拡充）病児・病後児預りの充実
・ファミリーサポート事業の運用
・放課後児童クラブ・デイサービスの充実

・高校生までの医療費助成
・不妊治療費助成の上限撤廃

・危険空き家の解消

公共施設等の長寿命化
・　　　　本庁第 1庁舎耐震化　・　　　　消防団詰所建替え
・公共施設配置適正化　・下水道長寿命化

・　　　　生活支援員の配置

・　　　　田んぼアートプロジェクト
・（拡充）地域おこし協力隊の配置
・道の駅の整備

・（拡充）ふるさと納税の推進
・（拡充）ふるさと応援の会の支援

・大規模農業団地整備の推進 ・（拡充）有害鳥獣捕獲の効率化

・　　　　文化振興計画の策定
・　　　　神楽工房の整備推進

・農業後継者の育成支援
・農業担い手の支援

・サテライトオフィス誘致
・起業支援の推進
・企業立地の推進

特集2
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吉田町に春の訪れを告げる「郡山桜まつり」
が開催され、約300名の来場者で賑わいまし
た。当日は雲行きが怪しかったこともあり、ス
ケジュールを前倒しで進行。ステージでは、地
元の団体によるフラダンスや日本舞踊、楽器演
奏などの他、「郡山こども神楽団」が愛らしくも
勇壮な舞を披露。観客は惜しみない拍手を贈っ
ていました。また、バザーコーナーでは、主催
する吉田地区地域振興会のメンバーが手作りし
た炊き込みご飯やうどんなども販売されました。

「ひろしま神楽グランプリ2016」でグランプ
リを受賞した2団体が演目を披露する特別公演
が行われました。旧舞の部で優勝した津浪神楽
団は神楽の起源となった演目「天の岩戸」と受
賞演目「塵倫」を披露。新舞の部で優勝した横
田神楽団は、受賞演目「筑波山」と「大江山」を
舞い、集まった約1,000人の観客を魅了しまし
た。今回から初めて、イスと畳の指定席が設けら
れ、畳の指定席は発売開始からすぐに完売。また、
家族4世代で楽しむファンの姿も見られました。

かたくりの花が咲き誇る季節に毎年開催され
ている「向原かたくり祭り」。広大な群生地に
一斉に咲き誇る様子は圧巻です。今年は寒い日
が続き開花が遅れたため、期間を 5日ほど延長。
15 日間で約 2,000 人が訪れ、美しい花々を満
喫しました。名物となっている「男味のうどん・
そば」、セリの入った巻き寿司（1日限定60本）
は、完売する人気っぷり。施設の老朽化に伴い、
祭りの開催は平成 30年まで。来場者からは終
了が決まったお祭りを惜しむ声も聞かれました。

桜を愛でる春の風物詩

グランプリ受賞団体が舞う！一面に咲き誇る可憐な花々

第11回郡山桜まつり

ひろしま神楽グランプリ2016受賞記念
神楽ドーム特別公演 わくわく元就♩ウォークラリー向原かたくり祭り

4月2日（日）／郡山公園

4月1日（土）〜14日（金）／かたくりの里 3月26日（日）／神楽門前湯治村

祭り 神楽

祭り

このコーナーは
市内のいろいろな出来事を
紹介するコーナーです。
皆さんの身近な出来事を
お知らせください。

安芸高田市　政策企画課
〒731-0592 安芸高田市吉田町吉田791番地
☎42-5627　　42-4376

こちらまで！

吉田町内にある 12か所の史跡や商店街にあ
る指定されたお店を巡り、ポイントをゲットし
ながら毛利の里を散策するまち歩きイベントが
開催されました。今年は昨年を上回る約 50名
が県内外から参加。マップ片手に史跡のほか、
商店街の飲食店、お菓子店などを訪れ吉田町の
魅力に触れました。イベント中は毛利元就や毛
利輝元などの 4人の武将も出没。高ポイント
をゲットした上位 5名には、広島牛元就など
市にちなんだ豪華賞品が贈呈されました。

海へ下り再び上がって命を繋ぐ鮭の営みを
子どもたちに伝えようと、NPO法人江の川鮭
の会が開催しているイベントも今回で 23回目。
江の川の環境を守る活動の一環として行われて
いるもので、地域の子どもたちも参加して鮭の
稚魚の放流が行われました。バザーやふわふわ
ドーム、神楽上演もあり、会場は多くの来場者
で賑わいました。江の川鮭の会では、今後もこ
うしたイベントや清掃活動などを通して、江の
川の環境を守る取り組みを行っていく予定です。

大会の実行委員を務める吉田神楽団、高猿神
楽団、八千代神楽団を含む 9団体が参加。10
周年の記念公演となった今年は、例年に増して
県内外から選りすぐりの神楽団が招待され、人
気の演目を披露しました。用意された 691 席
を埋め尽くした観客は、各団体が魅せる圧巻の
舞に熱狂。会場の外では、衣装・写真展示や子
どもが神楽の衣装を着て写真撮影できるブース
も設置され、神楽ファンを喜ばせていました。
来年も3月の第3日曜日に開催される予定です。

楽しみながら吉田町を散策

「春神楽」がいよいよスタート 鮭を通して環境について学ぶ
第10回三矢の里神楽共演大会 第23回夢ふたたび江の川

〜鮭よかえってこい〜

3月18日（土）／郡山城下

3月５日（日）／川根・梶矢橋付近3月 19日（日）／クリスタルアージョ

イベ
ント

イベ
ント

神楽

デジタルブックを採用

多言語対応・音声読み上げ機能

パソコンもしくはタブレット横向き使用時では、ペー
ジをめくるように閲覧できます。

スマートフォンやタブレット端末で、6 言語による多
言語コンテンツの同時配信を自動翻訳エンジンと連携す
ることで実現します。多言語に対応した自動音声読み上
げ機能（アプリの設定が必要です）も可能となります。（無
料ビューアアプリ「Catalog Pocket」のインストールが
必要となります）

1

2

※翻訳に関しましては、自動翻訳エンジンを使用しています。

閲覧の仕方

広報「あきたかた」が、
もっと手軽に！
広報「あきたかた」が、
もっと手軽に！

　市のホームページより、「トップペー
ジ＞広報・刊行物＞広報あきたかた」
の中に、リンクがありますので、そこ
からアクセスしてください。また、右
記 QR コードを読み込むことでもアク
セスできます。
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Vol.6

楽しみ 宝物 休日

今
年
3
月
ま
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、地
域

営
農
課
で
市
の
特
産
品
を
使
っ
た
商
品
開
発
に
携
わ
っ

て
い
た
森
本
さ
ん
。4
月
か
ら
は
、向
原
駅
の
構
内
に
あ

る「
フ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
た
け
だ
」の
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
、

新
し
い
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。幼
少
期
は
広
島
市
内
で

育
ち
、週
末
や
夏
休
み
に
は
祖
父
母
が
暮
ら
す
吉
田
町

を
訪
れ
て
い
た
と
い
い
、結
婚
を
機
に
東
京
で
暮
ら
し

て
い
た
間
も
、ず
っ
と
自
然
豊
か
な
安
芸
高
田
市
へ
帰

り
た
い
と
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。7
年
前
に
広
島
市

に
戻
り
、広
島
市
の
臨
時
職
員
と
し
て
働
い
て
い
た
時
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
を
知
っ
て
迷
う
こ
と
な
く

応
募
。見
事
採
用
さ
れ
、念
願
の
安
芸
高
田
市
ラ
イ
フ
が

始
ま
り
ま
し
た
。安
芸
高
田
市
産
の
ト
マ
ト「
な
つ
の

し
ゅ
ん
」を
つ
か
っ
た
ト
マ
ト
ピ
ュ
ー
レ
や
ジ
ビ
エ
カ

レ
ー
な
ど
、様
々
な
商
品
を
手
掛
け
て
い
た
森
本
さ
ん

に
、「
フ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
た
け
だ
の
オ
ー
ナ
ー
が
店
を
引

き
継
ぐ
人
を
探
し
て
い
る
」と
の
一
報
が
入
っ
た
の
は

昨
年
の
こ
と
。以
前
か
ら
お
店
を
開
く
こ
と
に
興
味
が

あ
っ
た
森
本
さ
ん
は
、店
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
し
ま
し

た
。し
ば
ら
く
は
竹
田
さ
ん
ご
夫
婦
と
森
本
さ
ん
が
力

を
合
わ
せ
て
営
業
を
続
け
て
い
き
ま
す
。「
40
年
以
上
営

業
を
続
け
る
同
店
は
、小
売
店
な
が
ら
地
域
の
人
に

と
っ
て
は
欠
か
せ
な
い
場
所
。こ
れ
か
ら
も
昔
な
が
ら

の
温
か
な
雰
囲
気
を
守
っ
て
い
き
た
い
」と
森
本
さ
ん
。

今
後
は
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
培
っ
た
知
識
や
経
験

を
活
か
し
て
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
商
品
開
発
に
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

安
芸
高
田
暮
ら
し
の
第
2
章
は

地
域
に
愛
さ
れ
る
ス
ー
パ
ー
の
店
主

ど
こ
で
暮
ら
し
て
い
て
も

　
　安
芸
高
田
の
景
色
が
恋
し
く
て

森
本 

真
希
さ
ん

安
芸
高
田
市
で
、
夢
を
抱
い
て
様
々
な
活
動
に
取
り
組
む
挑
戦
者
た
ち
。

彼
ら
を
突
き
動
か
す
原
動
力
と
そ
の
熱
い
想
い
に
迫
り
ま
す
。

変
わ
っ
て
い
る
ね
と

よ
く
言
わ
れ
ま
す（
笑
）

森本さんの家は、祖父母が暮ら
していた築100年の古民家。得
意のDIYで改築中です

ジビエトマトワインカレーとトマト
ピューレは、地域おこし協力隊
として活動してきた集大成

食べることがとにかく大好き。
死ぬ間際に食べるならコレと言
わしめる「ちりめん山椒」

も
り
も
と

　

 

　

  

ま
き

フ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
た
け
だ

オ
ー
ナ
ー

　安芸高田市では、平成 28 年 8 月に策定した「道の駅基本構想」を踏まえ、その
実現に向けて具体化を図るため、「道の駅基本計画」を平成29年3月に策定しました。
　道の駅基本計画の概要についてお知らせします。

《
１
》
道
の
駅
と
は

　道
路
利
用
者
の
た
め
の
「
休
憩
機
能
」、
道
路
利
用
者
や
地

域
の
方
々
の
た
め
の
「
情
報
発
信
機
能
」、
そ
し
て
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
行
う
た
め
の
「
地
域
連
携
機
能
」
の
3
つ
の
機

能
を
併
せ
持
つ
施
設
が
「
道
の
駅
」
で
す
。
現
在
、
全
国
で

1
1
0
7
箇
所
の
道
の
駅
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
２
》
基
本
計
画
と
は

　道
の
駅
整
備
基
本
構
想
に
お
い
て
掲
げ
た
整
備
コ
ン
セ
プ
ト

や
導
入
施
設
の
整
備
方
針
等
の
具
体
化
を
図
る
た
め
、
国
土
交

通
省
・
JA
・
地
元
振
興
会
な
ど
、
市
内
関
係
団
体
・
専
門
家

な
ど
で
組
織
す
る
「
道
の
駅
基
本
設
計
検
討
委
員
会
」
に
お
い

て
、
今
後
の
道
の
駅
の
基
本
と
な
る
「
道
の
駅
基
本
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

《
３
》
道
の
駅
整
備
の
目
的

　合
併
後
10
年
以
上
が
経
過
し
た
今
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
人
口
も
3
万
人
を
割
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
地
域
の
活
力
を
支
え
て
い
く
た
め

に
は
、
改
め
て
安
芸
高
田
市
の
持
つ
地
域
資
源
に
目
を
向
け
、

積
極
的
な
情
報
発
信
に
よ
り
市
内
外
か
ら
人
を
呼
び
込
み
、
新

た
な
賑
わ
い
の
場
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
産
業
や
観
光
の
振

興
を
図
る
こ
と
で
物
流
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
、
市
内

全
体
の
活
力
や
新
た
な
魅
力
を
創
出
し
、
安
芸
高
田
市
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　安
芸
高
田
市
が
有
す
る
「
観
光
」「
歴
史
・
文
化
」「
農
業
」

な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
す
る
役
割
を
果
た
す
核
と
な
る
施
設

を
、
広
島
県
域
の
国
道
54
号
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
す
る
吉
田
町

可
愛
地
区
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
や
観
光

振
興
の
拠
点
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

〈 問い合わせ先 〉
　企画振興部政策企画課
　☎42‐5612

■駐車場
・24 時間利用可能なゆとりのある
駐車場
・ノーバック駐車
■トイレ
・24時間利用可能なトイレ
・女性に満足感を与える明るさや開
放感があるトイレ

休憩機能1

■防災施設
・災害時に、地域住民及び道路利
用者が避難や情報収集可能な機
能を整備
・必要な設備を備え、復旧活動やボ
ランティア活動拠点機能を整備

防災機能4

■産直市
・現行の産直市の売場とバックヤー
ドの拡充
・市内農産物の販売拠点としての位
置付け
■レストラン・軽飲食
・地産地消にこだわり、地元食材を
積極的に活用した料理を提供する
レストラン
・手軽に購入でき、持ち帰り可能な
軽飲食の提供

地域連携機能2
■情報受発信施設
　（販売施設を含む）
・観光情報や広域的な道路交通情
報等を発信
・観光案内やサービス案内を行うコ
ンシェルジュを配置
・市内周遊ネットワークの形成の中
心拠点としての役割
・姉妹都市等連携自治体の特産品
等の販売
・地元事業所の新商品等の販売

情報受発信機能3

産直市 トイレ

レストラン
情報受発信施設・休憩スペース
管理事務所等

道の駅に加わる機能

道の駅基本計画を策定しました！
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広
島
県
会
計
総
務
課
出
納
管
理
グ
ル
ー
プ

☎
０
８
２

－

５
１
３

－

２
１
１
２

広
島
県
収
入
印
紙
の
廃
止
に
よ
り
、
各

種
手
数
料
の
納
付
方
法
は
現
金
・
納
付
書

で
の
納
付
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

●
手
数
料
納
付
の
流
れ
（
例
）

自
動
車
運
転
免
許
証
更
新
・
自
動
車
保

管
場
所
証
明
・
産
廃
収
集
運
搬
業
許
可
・

介
護
支
援
専
門
員
関
係
・
電
気
工
事
士
免

状
・
教
職
員
免
許
法
定
講
習
・
旅
券
（
パ

ス
ポ
ー
ト
）
発
給
・
漁
船
登
録
・
飲
食
店

営
業
許
可
・
建
設
業
許
可
・
卒
業
証
明
書

な
ど

●
未
使
用
の
収
入
証
紙
の
買
戻
し
手
続
き

平
成
31
年
10
月
31
日

・
広
島
県
収
入
印
紙
買
戻
し
請
求
書
兼
領

収
証
書

・
口
座
振
替
依
頼
書
（
郵
送
、
も
し
く
は

合
計
額
が
１
万
円
を
超
え
る
場
合
）

※

右
記
書
類
に
は
認
印
が
必
要
で
す
。

※

必
要
書
類
は
窓
口
に
て
配
布
、
も
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
送
付
さ

せ
て
い
た
だ
く
事
も
可
能
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
窓
口
請
求

・
そ
の
場
で
現
金
返
金

※

買
戻
し
を
希
望
す
る
証
紙
の
合
計
金
額

が
１
万
円
以
下
の
場
合
に
限
り
ま
す
。

（
１
万
円
を
超
え
る
場
合
は
口
座
振
替

に
な
り
ま
す
）

●
郵
送
請
求

・
買
戻
し
を
希
望
す
る
証
紙
の
金
額
に
か

か
わ
ら
ず
、
口
座
振
替
に
よ
り
返
金

●
買
戻
し
手
続
き
窓
口
一
覧

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

休
日
／
土
・
日
・
祝

広
島
県
収
入
証
紙
の
廃
止
に
伴
う

各
種
手
数
料
納
付
方
法
の
変
更

江
の
川
洪
水
情
報

緊
急
配
信
メ
ー
ル
配
信
開
始

危
機
管
理
課

☎
42

－

５
６
２
５
　
　
42

－

４
３
７
６

三
次
年
金
事
務
所

☎
０
８
２
４

－

62

－

３
１
０
７

申請受付窓口にて
手数料額を確認

手数料納付窓口にて
現金で納付

申請受付窓口または
手数料納付窓口へ申請書提出

納付書で納付 現金で納付

申請受付窓口にて
納付書の受け取り

金融機関等にて
納付書で納付し

払込証明書の受け取り

払込証明書を申請書に
貼り付けて申請窓口へ提出

買戻し受付窓口

西部総務事務所
西部総務事務所・総務第二課
西部総務事務所　呉支所
西部総務事務所　東広島市支所
東部総務事務所
東部総務事務所・総務第二課
北部総務事務所
北部総務事務所・総務第二課

受付方法

持参のみ
持参のみ
持参のみ
持参のみ
持参のみ
持参のみ
持参のみ
持参のみ

還付方法

窓口還付のみ
窓口還付のみ
窓口還付のみ
窓口還付のみ
窓口還付のみ
窓口還付のみ
窓口還付のみ
窓口還付のみ

電話番号

☎082-513-5483

☎0829-32-1141

☎0823-22-5400

☎082-422-6911

☎084-921-1311

☎0848-25-2011

☎0824-63-5181

☎0824-72-2015

所在地

広島市中区基町10-52
廿日市市桜尾本町11-1
呉市西中央1-3-25
東広島市西条昭和町13-10
福山市三吉町1-1-1
尾道市古浜町26-12
三次市十日市東4-6-1
庄原市東本町1-4-1

会計総務課 持参
または郵送

窓口還付
または口座振替 ☎082-513-2112広島市中区基町10-52

広島県庁本館1F

※各総務事務所での受付は、買戻しを希望する証紙の合計金額が１万円以下であって、窓口還付の場合に限ります。

●
保
険
料
の
未
納
が
続
く
と

日
本
年
金
機
構
で
は
、
保
険
料
を
納
付

期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
方
に

対
し
て
、
電
話
、
書
面
、
面
談
に
よ
り
早

期
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
行
っ

て
い
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強
制
徴

収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行
い
、
指

定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場
合

は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

「
納
付
義
務
の
あ
る
方
」
の
財
産
を
差
し

押
さ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

「
納
付
義
務
の
あ
る
方
」
と
は
被
保
険

者
本
人
、
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を

負
う
配
偶
者
及
び
世
帯
主
に
な
り
ま

す
。

●
免
除
等
の
申
請

保
険
料
が
納
め
ら
れ
て
い
な
い
状
態

で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
免
除
や
猶
予
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
年
金

事
務
所
ま
た
は
市
役
所
本
庁
・
支
所
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
限
は
、
法

令
で
「
納
付
対
象
月
の
翌
月
末
日
」
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
険
料
は
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※

納
付
期
限
ま
で
に
保
険
料
を
納
め
な
い

と
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が

受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
４
月
分
か
ら
平
成
30
年
３
月

分
ま
で
の
保
険
料
は
、
月
額
１
６
，
４
９

０
円
で
す
。
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融

機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納

付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
の

納
付
、
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
ま
と
め
て
前
払
い
す
る
と
、
割

引
き
が
適
用
さ
れ
る
の
で
お
ト
ク
で
す
。

※

平
成
29
年
４
月
よ
り
、
新
た
に
現
金
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
よ
る
２
年

前
納
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
保
険
料
に
、
少
し
だ
け
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
の
年

金
額
を
多
く
受
け
取
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。（
付
加
保
険
料
の
納
付
）

近
年
、
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
、
全
国

的
に
大
規
模
な
水
害
や
土
砂
災
害
が
頻
発

し
て
い
ま
す
。
国
土
交
通
省
で
は
、
市
民

の
皆
様
の
避
難
行
動
に
役
立
て
て
い
た
だ

く
た
め
、
江
の
川
の
水
位
が
避
難
勧
告
の

目
安
で
あ
る
「
氾
濫
危
険
水
位
」
に
到
達

し
た
場
合
や
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
に
、

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
洪
水
情

報
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
配
信
し
ま
す
。

（
平
成
29
年
５
月
運
用
開
始
）

詳
細
は
三
次
河
川
国
道
事
務
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.cgr.m

lit.go.jp/m
iyoshi/disaster

/index.htm
l

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

河川名 水位観測所名 観測所の所在地 配信エリア

吉田

粟屋江の川

尾関山

吉田町吉田 安芸高田市及び
三次市の全域

安芸高田市及び
三次市の全域

三次市粟屋町 三次市の全域

三次市三次町

緊急速報メールによる洪水情報の配信対象エリア

●氾濫危険水域に到達した時

●堤防が壊れ河川の水が溢れる

●河川の水が堤防を超え、住宅側に氾濫し始めた時

対
象

期
限

必
要
書
類

返
金
方
法

返
金
方
法

受
付
時
間

緊急地震速報や特別警報、避難勧告等の
情報を、該当のエリア（安芸高田市では
安芸高田市全域）に存在する携帯電話や
スマートフォンに一斉に配信する仕組み
です。

※登録・申請不要

※緊急速報メールとは●
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
配
信
タ
イ
ミ
ン
グ

「江の川上流　緊急速報メール」で検索
検索江の川上流　緊急速報メール

詳しくは
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中
国
地
方
で
唯
一
の
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム

『
広
島
東
洋
カ
ー
プ
』
の
共
同
応
援
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
広
島
広
域
都
市
圏
と
は

広
島
市
を
中
心
と
し
た
広
島
県
と
山
口

県
に
ま
た
が
る
24
市
町
の
圏
域
を
指
し
ま

す
。
圏
域
経
済
の
活
性
化
と
圏
域
内
人
口

２
０
０
万
人
超
を
目
指
す
「
２
０
０
万
人

広
島
都
市
圏
構
想
」
の
実
現
に
向
け
て
、

連
携
と
交
流
を
図
る
様
々
な
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
４
日
（
日
）
13
時
30
分
試
合
開
始

　
　
　
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
（
広
島
市
南
区

南
蟹
屋
二
丁
目
３
番
１
号
）

※

現
地
集
合

３
０
０
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※

広
島
広
域
都
市
圏
内
に
お
住
い
の
方
が

対
象

　
　
３
歳
以
上
、
１
，
７
０
０
円

外
野
指
定
席
で
、
広
島
広
域
都
市
圏
と

し
て
ま
と
ま
っ
て
応
援
。

参
加
者
全
員
に
ス
カ
イ
ジ
ェ
ッ
ト
バ

ル
ー
ン
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

○
障
害
者
本
人
が
運
転
す
る
軽
自
動
車

○
障
害
者
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
方
が
、

そ
の
障
害
者
の
た
め
に
運
転
す
る
軽
自

動
車
（
18
歳
未
満
の
方
、
障
害
の
程
度

の
重
い
方
の
場
合
は
、
生
計
を
同
じ
く

す
る
方
の
所
有
で
も
可
）

○
障
害
者
の
み
の
世
帯
で
、
障
害
者
を
常

時
介
護
す
る
方
が
、
そ
の
障
害
者
の
た

め
に
運
転
す
る
軽
自
動
車

※

減
免
出
来
る
車
両
は
障
害
者
一
人
に
つ

き
一
台
で
す
。

普
通
自
動
車
で
減
免
を
受
け
る
場
合
に

は
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
に
つ
い
て
は
、
交
付
枚
数
が
半
分

と
な
り
ま
す
。

・
減
免
申
請
書
（
用
紙
は
税
務
課
ま
た
は

各
支
所
窓
口
係
に
あ
り
ま
す
）

・
手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
な
ど
）

・
車
検
証
（
車
検
証
が
な
い
車
種
の
場
合

は
標
識
交
付
証
明
書
）

・
運
転
さ
れ
る
方
の
運
転
免
許
証

・
印
鑑
（
み
と
め
印
）

・
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
（
届
い
て
い

る
場
合
の
み
、
納
付
せ
ず
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
）

・
納
税
義
務
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
も
し
く
は
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
）

※

納
税
義
務
者
以
外
が
申
請
さ
れ
る
場

合
、
他
に
書
類
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
　
　
５
月
24
日
（
水
）

（
納
期
限
の
７
日
前
）

※

昨
年
度
申
請
し
減
免
さ
れ
た
方
も
、

改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
窓
口
係

往
復
は
が
き
（※

１
枚
に
つ
き
５
人
ま

で
）に
、参
加
者
全
員
の
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
と
「
広
島
東
洋
カ
ー
プ
共
同
応

援
希
望
」
の
旨
を
記
入
し
、５
月
８
日
（
月
）

（※

消
印
有
効
）
ま
で
に
、
左
記
事
務
局
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

小
学
生
以
下
の
場
合
は
、
大
人
の
同
伴

が
必
要
で
す
。

〒
７
３
０

－

８
５
８
６
（
住
所
不
要
）

広
島
市
役
所
広
域
都
市
圏
推
進
課

広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会

障
害
を
お
持
ち
の
方
が
利
用
す
る
軽
自
動

車
（
軽
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車
等
）
に

つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減

免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
平
成
29
年
４

月
１
日
現
在
に
お
い
て
身
体
障
害
者
手
帳
等

を
所
有
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

た
だ
し
、
認
定
の
等
級
や
障
害
の
部
位

に
よ
っ
て
は
、
減
免
の
対
象
と
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
税
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
減
免
が
受
け
ら
れ
る
軽
自
動
車
の
範
囲

障
害
者
本
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

税
務
課

☎
42

－

５
６
１
４
　
　
42

－

２
１
３
０

生
涯
学
習
課

☎
42

－

０
０
５
４
　
　
42

－

４
３
９
６

広
島
市
役
所
広
域
都
市
圏
推
進
課

広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会

☎
０
８
２

－
５
０
４

－

２
０
１
７

持
参
も
し
く
は
郵
送（
必
着
）

※

1
歳
児
以
上
の
お
子
様
か
ら
入
場
整
理

券
が
必
要
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
う
え
、
当

選
・
落
選
の
結
果
を
6
月
20
日(

火)

頃
に
発
送
し
ま
す
。

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
等
で

の
転
売
を
目
的
と
し
た
お
申
込
み
は
固

く
お
断
り
し
ま
す
。売
買
を
目
的
と
し
た

お
申
込
み
で
あ
る
と
判
明
し
た
場
合
は

抽
選
対
象
外
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、

抽
選
結
果
の
ご
連
絡
の
ほ
か
、Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
は
受
信
料
の
お
願
い
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
1（
全
国
放
送
）

【
一
本
目
】

８
月
５
日（
土
）10
時
５
分
〜
10
時
55
分

【
二
本
目
】

９
月
２
日（
土
）10
時
５
分
〜
10
時
55
分

※

放
送
日
時
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

安
芸
高
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
42

－

０
０
５
４

（
土
日
祝
除
く
8
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

●
は
が
き
に
よ
る
申
し
込
み

①
郵
便
番
号
②
住
所
③
名
前
④
電
話
番
号

〒
７
３
１

－

０
５
９
２

安
芸
高
田
市
吉
田
町
吉
田
７
６
１

安
芸
高
田
市
教
育
委
員
会

「
真
打
ち
競
演
」係

※

６
月
１
日
か
ら
郵
便
料
金
が
変
更
に
な

り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

郵
便
は
が
き
：
52
円
↓
62
円

●「
専
用
申
込
書
」に
よ
る
申
し
込
み

（
各
市
内
文
化
セ
ン
タ
ー
に
配
置
し
て
い
ま
す
）

各
市
内
文
化
セ
ン
タ
ー

・
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

　（
吉
田
町
吉
田
７
６
１
）

・
八
千
代
文
化
施
設
フ
ォ
ル
テ

　（
八
千
代
町
佐
々
井
１
３
９
１
）

・
美
土
里
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
な
び

　（
美
土
里
町
本
郷
４
５
３
５

－

２
）

・
高
宮
田
園
パ
ラ
ッ
ツ
ォ

　（
高
宮
町
佐
々
部
９
５
７
）

・
甲
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ミ
ュ
ー
ズ

　（
甲
田
町
高
田
原
１
４
４
６

－

３
）

・
向
原
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

　（
向
原
町
坂
３
３
３
）

　
　
　

4
月
27
日(

木)

6
月
13
日(

火)

安
芸
高
田
市
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局
で

は
、
安
芸
高
田
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
設
立

10
周
年
を
記
念
し
て
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ「
真

打
ち
競
演
」の
公
開
録
音
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
番
組
は
、
演
芸
界
選
り
す
ぐ
り
の
出

演
者
に
よ
る
漫
才
・
漫
談
・
落
語
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
　

　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

　
7
月
7
日
（
金
）

　
18
時

【
一
本
目
】

■
宮
田 

陽
・
昇
（
漫
才
）

■
ケ
ー
シ
ー
高
峰
（
漫
談
）

■
入
船
亭 

扇
辰
（
落
語
）

【
二
本
目
】

■
東 

京
太
・
ゆ
め
子
（
漫
才
）

■
柳
家 

紫
文
（
三
味
線
漫
談
）

■
瀧
川 

鯉
昇
（
落
語
）

入
場
は
無
料
で
す
が
、入
場
整
理
券（
1

枚
で
2
名
様
入
場
可
能
）が
必
要
で
す
。

郵
便
は
が
き
ま
た
は
市
内
文
化
セ
ン

タ
ー
に
配
置
し
て
お
り
ま
す
申
込
書
に
以

下
の
必
要
事
項
を
明
記
し
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

N
H
K
ラ
ジ
オ
公
演「
真
打
ち
競
演
」

公
開
録
音
観
覧
者
募
集

平
成
29
年
度
、
軽
自
動
車
税
の

減
免
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

広
島
広
域
都
市
圏
広
島
東
洋
カ
ー
プ

共
同
応
援
参
加
者
募
集

場
所

日
時

開
演

出
演
者

観
覧
申
込
方
法

申
込
先

記
載
事
項

募
集
開
始

締
切

放
送
予
定

お
問
い
合
わ
せ
先

申
請
に
必
要
な
も
の

申
請
期
限

申
請
場
所

【受付】

jouhouka@city.akitakata.lg.jp
安芸高田市企画振興部政策企画課

「広報あきたかた」について
ご意見をお寄せください

「広報あきたかた」について
ご意見をお寄せください

メール、もしくは本・支所へ設置してあります
アンケート用紙にご記入の上、広報ご意見ポス
トへ投函ください。

日
時

対
戦
相
手

会
場

募
集
人
数

参
加
費

応
援
方
法

そ
の
他

お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

宮田 陽・昇
みやた　  よう　　 しょう

たかみね

ケーシー高峰

いりふねてい　 せんたつ

入船亭 扇辰

あずま  きょうた　　　　　　　　こ

東 京太・ゆめ子

やなぎや　　しもん

柳家 紫文
たきがわ　  りしょう

瀧川 鯉昇

1415 広報 あきたかた 平成29年5月号広報 あきたかた 平成29年5月号



基
準
日
（
平
成
28
年
１
月
１
日
）
に
お

い
て
、
安
芸
高
田
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
て
お
り
、
平
成
28
年
度
分
の
市

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
に
は
、
対

象
者
１
人
に
つ
き
一
万
五
千
円
の
臨
時
福

祉
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
ご
自
身
を
扶
養
さ
れ
て
い
る

方
が
課
税
さ
れ
る
場
合
や
、
ご
自
身
が
生

活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い
る

場
合
な
ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

申
請
書
は
、
対
象
世
帯
の
代
表
者
宛
に

市
税
務
課
を
通
し
て
２
月
28
日
に
発
送
し

て
い
ま
す
。
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
、
返
信
用
封

筒
に
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
の
受
付
期
限
は
６
月
１
日
ま
で
で

す
。
受
付
期
間
を
過
ぎ
る
と
給
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
期
限
内
に

申
請
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

臨
時
福
祉
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
42

－

５
６
２
６

３
月
15
日
（
水
）、
㈲
国
司
衛
生
興
業
、

㈱
高
田
環
境
、
㈲
日
之
丸
衛
生
社
及
び
広

島
県
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
と
安
芸
高

田
市
は
「
安
芸
高
田
市
の
災
害
時
に
お
け

る
し
尿
収
集
運
搬
等
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
災
害
時
に
お
け
る
し
尿

及
び
浄
化
槽
汚
泥
の
収
集
運
搬
や
、
下
水

道
関
連
施
設
の
緊
急
対
応
、
応
急
復
旧
な

ど
の
業
務
に
つ
い
て
市
内
を
業
務
エ
リ
ア

と
す
る
事
業
者
と
連
携
し
、
災
害
支
援
体

制
を
確
立
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
地
震
や
風
水

害
な
ど
で
大
規
模
な
被
害
が
発
生
し
た
と

き
に
、
避
難
所
等
で
の
生
活
衛
生
環
境
の

確
保
が
で
き
、
災
害
時
の
市
民
生
活
の
安

定
を
図
り
ま
す
。

裁
判
所
で
は
、
5
月
3
日
の
憲
法
記
念

日
を
中
心
と
し
た
5
月
1
日
か
ら
7
日
ま

で
を
憲
法
週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
憲
法
の
精
神
や
司
法
の
役
割
を
国
民
の

皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
す
。

全
国
各
地
の
裁
判
所
で
は
、
例
年
こ
の

時
期
に
、
法
廷
等
見
学
ツ
ア
ー
や
各
種
説

明
会
な
ど
の
憲
法
週
間
行
事
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
、
裁

判
所
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、
裁
判
所
や
裁

判
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

各
種
行
事
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
ウ
エ

ブ
サ
イ
トhttp://w

w
w
.courts.go.jp/

の
各
地
の
裁
判
所
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
各
裁
判
所
の
総
務
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
広
島
地
方
裁
判
所
見
学
の
ご
案
内

広
島
地
方
裁
判
所
で
は
、
10
名
以
上
の

団
体
を
対
象
に
、
裁
判
所
の
説
明
、
法
廷

見
学
や
裁
判
傍
聴
な
ど
を
内
容
と
し
た
裁

判
所
見
学
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
広
島
地

方
裁
判
所
総
務
課
広
報
係
（
☎
０
８
２

－

２
２
８

－

０
４
３
０
）
ま
で
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
裁
判

所
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
. 

安
芸
高
田
市
で
は
平
成
29
年
4
月
よ
り

若
者
定
住
促
進
の
取
り
組
み
と
し
て
、
安

芸
高
田
市
の
奨
学
金
を
利
用
し
て
い
た
方

に
対
し
て
、
安
芸
高
田
市
に
居
住
し
て
い

る
場
合
、
市
内
に
居
住
し
て
い
る
期
間
の

奨
学
金
返
還
額（
規
則
で
定
め
た
分
納
額
）

を
免
除
す
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

        

安
芸
高
田
市
の
奨
学
金
を
利
用
し
、
そ

の
貸
付
金
の
返
還
が
開
始
す
る
、
又
は
返

還
中
の
方

・
安
芸
高
田
市
内
へ
居
住
し
て
い
る
こ
と

・
返
還
免
除
決
定
が
さ
れ
る
ま
で
の
奨
学

金
返
還
金
が
未
納
で
な
い
こ
と

・
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　
　
　

安
芸
高
田
市
内
へ
居
住
す
る
期
間

※

「
安
芸
高
田
市
奨
学
金
」
の
み
が
対
象

で
す
。

courts.go.jp/hiroshim
a/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

今
年
度
も
引
き
続
き
、
原
子
爆
弾
投
下

直
後
に
降
っ
た
黒
い
雨
に
よ
り
、
今
も
健

康
不
安
を
抱
え
る
人
に
対
す
る
相
談
支
援

事
業
を
行
い
ま
す
。

巡
回
相
談
（
保
健
師
相
談
か
ら
専
門
相

談
ま
で
を
一
括
し
て
行
う
）
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
予

約
締
切
日
ま
で
に
社
会
福
祉
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
健
師
相
談
は
、
市
役
所
健
康

長
寿
課
で
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
の
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
ま
で

随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

※

巡
回
相
談
会
に
お
越
し
の
際
は
、
健
康

診
断
結
果
の
写
し
な
ど
、
ご
自
身
の
最

近
の
健
康
状
態
が
わ
か
る
も
の
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

公
共
交
通
機
関
や
介
護
タ
ク
シ
ー
等
を

利
用
し
て
４
０
０
円
以
上
の
交
通
費
を
負

担
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
交
通
費
の
助
成

が
あ
り
ま
す
。（
事
後
払
い
）

３
月
27
日
（
月
）、
広
島
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
広
島
北
地
区
協
議
会
と
安
芸
高
田
市

は
「
災
害
時
に
お
け
る
物
資
の
調
達
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
災
害
時
に
お
け
る
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
や
関
連
器
具
（
炊
き
出
し
用
コ
ン
ロ

な
ど
）
の
供
給
を
よ
り
迅
速
に
実
施
で
き

る
よ
う
、
市
内
を
業
務
エ
リ
ア
と
す
る
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
事
業
者
の
団
体
と
連
携
し
、
災
害

支
援
体
制
を
確
立
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
地
震
や
風
水

害
な
ど
で
大
規
模
な
被
害
が
発
生
し
た
と

き
に
避
難
所
等
で
生
活
を
維
持
し
て
い
く

た
め
の
熱
源
確
保
が
で
き
、
災
害
時
の
市

民
生
活
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

市
で
は
JR
甲
立
駅
、
吉
田
口
駅
、
向
原

駅
周
辺
駐
車
場
の
利
用
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
各
駐
車
場
に
は
月
極
利
用
、
一
時
利

用
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
現
在
、
指
定
管

理
者
に
よ
り
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

月
極
駐
車
場
ご
利
用
の
際
は
、
次
の
申

込
み
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
JR
甲
立
駅
駐
車
場

株
式
会
社
　
こ
う
だ
二
一

☎
45

－

５
３
１
０

●
JR
吉
田
口
駅
駐
車
場

小
原
地
域
振
興
会
（
駐
車
場
窓
口
）

☎
０
９
０

－

２
２
９
４

－

２
２
３
４

●
JR
向
原
駅
駐
車
場

安
芸
高
田
市
商
工
会

利
用
受
付
は
「
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
や
す

ら
ぎ
会
」
で
行
っ
て
い
ま
す
。

☎
46

－

３
９
８
７

・
月
極…

一
ヶ
月
　
３
，
２
０
０
円

・
一
時
利
用…

一
日
　
４
０
０
円

甲
立
駅
・
向
原
駅
は
発
券
機
を
ご
利
用

下
さ
い
。
吉
田
口
駅
は
料
金
箱
を
設
置
し

て
お
り
ま
す
。

社
会
福
祉
課

☎
42

－

５
６
１
５
　
　
42

－

２
１
３
０

上
下
水
道
課

☎
47

－

１
２
０
４
　
　
47

－

１
２
０
６

教
育
総
務
課

☎
42

－

０
０
４
９
　
　
42

－

４
３
９
６

社
会
福
祉
課

☎
42

－

５
６
１
５
　
　
42

－

２
１
３
０

健
康
長
寿
課

☎
42

－

５
６
３
３
　
　
47

－

１
２
８
２

危
機
管
理
課

☎
42

－

５
６
２
５
　
　
42

－

４
３
７
６

管
理
課

☎
47

－

１
２
０
１
　
　
47

－

１
２
０
６

広
島
地
方
裁
判
所
総
務
課
広
報
係

☎
０
８
２

－
２
２
８

－

０
４
３
０

JR
芸
備
線
周
辺
の

市
営
駐
車
場
の
ご
案
内

安
芸
高
田
市
奨
学
金

返
還
免
除
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

災
害
時
に
お
け
る
し
尿
収
集
運
搬
等

支
援
協
力
に
関
す
る
協
定
に
調
印

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）

の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

5
月
1
日
〜
7
日
は

憲
法
週
間

災
害
時
に
お
け
る
物
資
の
調
達

に
関
す
る
協
定
に
調
印

黒
い
雨
体
験
者
相
談
・
支
援
事
業

巡
回
相
談
会

巡回相談日
5月 18日（木）
6月 08日（木）
6月 29日（木）
7月 20日（木）
8月 24日（木）
9月 14日（木）
10月 26日（木）
11月 16日（木）
12月 14日（木）
1月 11日（木）
2月 15日（木）

予約締切日
4月 27日（木）
5月 25日（木）
6月 15日（木）
7月 06日（木）
8月 10日（木）
8月 31日（木）
10月 12日（木）
11月 02日（木）
11月 30日（木）
12月 21日（木）
2月 01日（木）

場所
安佐北区総合福祉センター（ 広島市安佐北区）
安佐南区総合福祉センター（ 広島市安佐南区）
豊平保健福祉総合センターそよかぜ（ 北広島町）
湯来南公民館（ 広島市佐伯区）
安佐公民館（ 広島市安佐北区）
安公民館（ 広島市安佐南区）
川・森・文化・交流センター（ 安芸太田町）
佐伯区役所別館（ 広島市佐伯区）
安佐北区総合福祉センター（ 広島市安佐北区）
安佐南区総合福祉センター（ 広島市安佐南区）
安芸区総合福祉センター（ 広島市安芸区）

料
金

対
象
者

免
除
要
件

免
除
期
間
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トランプ氏でさえも…

台
湾
で
原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
が
、

こ
ち
ら
で
も
ト
ラ
ン
プ
氏
は
大
き
な
話

題
で
す
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の
登
場
に
よ
っ

て
移
民
排
斥
な
ど
の
雰
囲
気
が
世
界
の

各
地
で
出
て
き
ま
し
た
。
日
本
は
移
民

を
認
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
外
国
人
が

入
っ
て
こ
な
い
こ
と
を
良
し
と
す
る
論

調
も
目
に
し
ま
す
。

た
だ
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
移
民
そ
の
も

の
ま
で
も
否
定
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
彼

自
身
も
移
民
の
子
ど
も
で
あ
り
、
移
民

な
し
で
ア
メ
リ
カ
の
活
力
が
失
わ
れ
る

こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
地
方
の
活
性
化
で
も
「
よ
そ
者
」

や
「
若
者
」、
地
元
の
人
が
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
な
い
こ
と
に
熱
意
を
も
っ
て
行
う

「
バ
カ
者
（
注
釈
①
）」
の
存
在
が
重
要

だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
刺
激
が
な
い
と
こ

ろ
に
活
性
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
安

芸
高
田
市
で
昨
年
度
行
っ
た
講
演
で
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
外
国
籍
市
民
が
増
え

る
こ
と
で
町
が
活
性
化
す
る
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
「
気
に
入

ら
な
い
奴
は
排
除
し
ろ
」
と
い
う
考
え

に
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。
人
類
、
様
々

な
学
問
、
そ
し
て
宗
教
が
考
え
て
き
た

こ
と
は
、「
自
分
と
考
え
や
習
慣
の
違

う
人
と
い
か
に
共
存
す
る
か
」
だ
と
思

い
ま
す
。「
寛
容
」
と
言
っ
て
も
い
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ン
プ
氏
を
見

て
い
る
と
、
寛
容
よ
り
も
不
寛
容
に
価

値
を
見
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

不
寛
容
が
世
界
を
覆
っ
て
い
く
の
で
は

と
心
配
し
ま
す
。

寛
容
は
と
て
も
難
し
い
で
す
。
身
近

な
例
で
い
え
ば
、
私
は
ト
ロ
ト
ロ
走
る

車
が
い
れ
ば
イ
ラ
イ
ラ
し
ま
す
し
、
話

が
通
じ
ず
不
機
嫌
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
は
み
な
さ

ん
に
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
人
間
は
わ
が
ま
ま
で
、
楽
な
道
を

選
び
が
ち
で
す
。「
気
に
入
ら
な
い
奴

は
排
除
し
ろ
」
は
楽
で
す
。
そ
れ
だ
け

に
意
識
し
て
努
力
し
な
け
れ
ば
、
寛
容

は
失
わ
れ
、
互
い
に
批
判
す
る
社
会
に

な
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
注
釈
①「
○
○
バ
カ
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
あ
る
こ
と
に
一
生
懸
命
に
な
る
と
い

う
意
味
で
使
用
し
て
お
り
、
地
域
振
興

で
は
よ
そ
者
、
若
者
、
バ
カ
者
が
重
要

と
も
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。」
　

Vol.36

文／
県立広島大学

上水流久彦准教授

イラスト／
ロナルド・スチュワート准教授

人権多文化
共生推進課

☎42-5630
　42-2130

山本　結莉さん（甲立小４年）

大立　好音さん（甲立小5年）

冨野井るうあさん（甲立小５年）

山田　蓮珠さん（甲立小６年）

片桐　華香さん（小田東小４年）

前川　奈々美さん（小田東小５年）

折端　亜美さん（小田東小６年）

小先　芹奈さん（小田東小６年）

田中　志織さん（小田東小６年）

丸井　ゆめさん（小田東小６年）

中村　碧衣さん（向原小６年）

全国大会出場
おめでとうございます

高齢者叙勲

第6回ＪＨＬジュニアリーグ決勝戦 （小学生女子ハンドボール）
3月19日（日）　東京都世田谷区

稲垣　絢夏さん（甲田中１年）

重本　悠宇さん（甲田中１年）

奥田　理子さん（甲田中２年）

沖田　茉優さん（甲田中２年）

宮本　乃杏さん（甲田中２年）

出田　音希さん（向原中１年）

池元　千紘さん（向原中２年）

第12回春の全国中学生
ハンドボール選手権大会 （中学生女子）
3月２5日（土）～２9日（水）　富山県氷見市

大﨑　優太くん（向原中１年）

小澤　誠介くん（向原中２年）

《広島メイプルレッズジュニア》

第12回春の全国中学生
ハンドボール選手権大会 （中学生男子）
3月２5日（土）～２9日（水）　富山県氷見市

瑞宝双光章

近藤　順哉さん
（如水館高等学校１年：吉田中出身）

第36回全国高等学校空手道選抜大会
3月26日（日）～28日（火）　大分県別府市

出張　雄都さん
（広島県立三次高等学校２年：高宮中出身）

森田大二朗さん
（広島県立三次高等学校２年：甲田中出身）

第32回全国高等学校新体操選抜大会
3月２0日（月）～22日（水）　愛媛県松山市

吉野　光稀さん（向原小５年）

俵　　巧磨くん（向原小６年）

ロボカップジュニアジャパンオープン2017
ロボット競技ワールドリーグサッカー

3月２４日（金）～２6日（日）　岐阜県中津川市

金川　依央さん

（東京都佼成学園女子高等学校２年：甲田中出身）

第40回全国高等学校
ハンドボール選抜大会
3月24日（金）～29日（水）　兵庫県神戸市

　瀨　正三さん（88歳）　元公立小学校長
昭和22年11月より、平成元年3月来原小学校校長を退
職するまでの永きにわたり、教育に対する溢れる情熱
を持ち、小学校教育の充実発展に寄与されました。

やまもと　　  ゆうり かたぎり　　  はるか

まえかわ　　　  ななみ

おりは　　　 あみ

こさき　　　せりな

おおたち　　　みお

とみのい

やまだ　　  れんじゅ

たなか　　　 しおり

まるい

なかむら　　  あおい

いながき　　  あやか おきた　　　 まゆ いけもと　　 ちひろ

みやもと　　 のあん

いでた　　　おとき

しげもと　　  ひさね

おくだ　　　  りこ

おおさき　　 ゆうた

かながわ　　   いお

こんどう　   じゅんや

よしの　　　みつき

ひろせ　　　しょうそう

たわら　　　　たくま

おざわ　　 せいすけ

ではり　　　ゆうと

もりた　だいじろう

準優勝
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安芸高田市食生活改善推進協議会
健康長寿課　栄養士

　食生活改善推進員（ヘルスメイト）の活動は、地域において健康づくりのための料理教
室を開催したり、市の事業への参加協力など幅広い活動を行っています。今回は、吉田町
と甲田町で開催している男性料理教室をご紹介します。ぜひ、ご参加してみませんか？

ひきこもり相談は「相談支援センター」へ
「みんながいきいき笑顔で助け合えるまち」健康あきたかた21推進中！

健康長寿課　☎42-5633

広島県ひきこもり相談支援センター（中部・北部センター）では、県内にお住まいで概ね18歳以上
の方の社会参加、自立のお手伝いをしています。

保険医療課　☎42‐5619

非自発的失業者の方は

国民健康保険税の軽減制度があります

　

■軽減を受けられる人
①離職日時点で65歳未満の方
②「雇用保険受給資格者証」の離職理由コードが
　下記のいずれかに該当する方

■保険税の軽減内容
所得割、資産割、均等割、平等割から構成される国民健康保険
税のうち、所得割の部分で前年中の給与所得を次のように
30％で軽減して計算します。
　【例】給与所得 100万円　　　  　 給与所得 30万円で計算

　解雇や倒産などで離職され国民健康保
険に加入された方（非自発的失業者）は、在
職中と同程度の掛金となるよう国民健康
保険税が軽減される制度があります。この
制度を受けるには必ず届け出が必要とな
りますので、該当される方は必要なものを
そろえて届け出をしてください。

〈開催日時〉平成29年5月～平成30年3月（毎月第3金曜日）
〈開催場所〉ふれあいセンターこうだ
〈対象者〉安芸高田市民
〈募集定員〉20人　〈参加費〉1回200円
〈持参物〉エプロン、三角巾、米1/2合
〈申込先〉健康長寿課
　　　　電話・お太助フォン　☎42-5633

〈開催日時〉平成29年4月～平成30年３月
　　　　　毎月第3土曜日（8月は第4土曜日）
〈開催場所〉安芸高田市民文化センター調理室
〈講師〉安芸高田市食生活改善推進協議会吉田支部
〈対象者〉安芸高田市民
〈募集定員〉20人　〈参加費〉1,000円／月（材料費等）
〈持参物〉エプロン、三角巾
〈申込先〉安芸高田市民文化センター　☎42-2411

“私たちの健康は私たちの力で”
をスローガンに、ボランティア
活動を行っています。

食生活改善推進員ってどんな活動しているの？

※広島ひきこもり相談支援センターは県内に３か所あります。

離職理由 コード

特定受給資格者
（倒産・解雇などによる離職）

特定理由離職者
（雇い止めなどによる離職）

11.12.21.22.31.32

23.33.34

軽減後

■保険税の軽減期間
離職日の翌日の属する月からその月の属する年度の翌年度
末まで。

■届け出に必要なもの
●失業された方の「雇用保険受給資格者証」　　●認め印

■届け出窓口
税務課・保険医療課・各支所窓口係

平成29年1月診療分一人当たり医療費（単位円）

安芸高田市
24,532全被保険者

県平均
25,950

順位
17

（※県内順位・・・県内23市町で医療費が高い順）

〈 問い合せ先 〉
国民健康保険税については　税務課（☎42-5614）
国民健康保険、後期高齢者医療のサービスについては
　　　　　　　　　　　　保険医療課 （☎42-5619）

住所地

アクセス方法

運営

開所時間

相談内容

広島市安芸区中野東4丁目５－２５－２F　（Senoリバービレッジ内）　☎082-893-5242

JR中野東駅 徒歩10分　または　芸陽バス権現橋下車 徒歩5分

社団法人　広島県精神保健福祉協会

月・水・木・金・土　　8:45 ～ 16:45　（祝日を除く）

●電話（☎082-893-5242）、来所または必要に応じて訪問等による相談
●相談内容に応じて他の適切な関係機関とつながるように支援
●相談費用：無料　　●面接相談：要予約

●お住まいの市町をお知らせください　●原則1週間以内にご連絡いたします
●緊急性の高い内容には対応できかねます
●携帯電話をご利用の場合は、上記アドレスからのメールが受信できるように
　設定してください。（初期設定で拒否となっている場合があります）

《 メールでの相談 》　soudan@qq.pref.hiroshima.jp

URL http://ww4.enjoy.ne.jp/~h-mha/index2.html

【その他のひきこもりに関する主な相談先】
　広島県西部保健所広島支所 ☎082-513-5521（広島市中区基町10-52）
　健康長寿課   ☎42-5633（安芸高田市吉田町吉田791）
※ひきこもりとは、社会的参加（義務教育を含む就学、非常勤職を含む就労、家庭外での交遊など）を回避し、原則的には6か月以上にわたって
概ね家庭にとどまり続けている状態のことをいいます。（厚生労働省ガイドラインより）

※注意　軽減されるかどうかは「雇用保険受給資格者
証」で判断しますので、紛失された方はハロー
ワークで再発行の手続きをしてください。

主催：安芸高田市食生活改善推進協議会 主催：男の料理教室

※詳細は、各主催者から連絡させていただきます。

平成29年度 移動献血年間日程

5月9日（火）

7月6日（木）

8月17日（木）

10月17日（火）

1月17日（水）

2月16日（金）

3月13日（火）

9:30～12:00

14:00～16:00

9:30～11:15

9:00～11:30

9:30～12:00

14:00～16:00

9:30～11:30

12:30～15:30

13:00～16:00

9:30～12:00

14:00～16:00

東京濾器（株）広島工場

ＪＡ広島北部本店

ＪＡ吉田総合病院

八千代病院

ＪＡ広島北部本店

ＪＡ吉田総合病院

※日時等は変更になる場合があります。

健康長寿課（☎42-5633）
広島県赤十字血液センター（☎082-241-1246） 健康長寿課（☎ 42-5633）

平成29年度 原爆被爆者定期健康診断

甲田町

向原町

美土里町

高宮町

7/10（月）

7/11（火）

7/13（木）

7/14（金）

6/14（水）

6/15（木）

6/16（金）

6/16（金）

2/5（月）

2/6（火）

2/8（木）

2/9（金）

11/7（火）

11/8（水）

11/9（木）

11/9（木）

10:00～11:00

13:00～14:00

10:00～11:00

13:00～14:00

10:00～11:00

13:00～14:00

ふれあいセンターこうだ

向原生涯学習センターみらい

美土里生涯学習センターまなび

高宮田園パラッツォ

日にち 受付時間 会場 町名 前期日程 後期日程 受付時間 会場

安芸高田市民文化センター
（クリスタルアージョ）

吉田町

八千代町

JA吉田健康管理センター

（吉田総合病院）
13:00～13:30

安芸高田市市民文化センター
（クリスタルアージョ）

安芸高田市市民文化センター
（クリスタルアージョ）
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数
年
前
に
な
り
ま
す
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

派
遣
さ
れ
た
生
徒
さ
ん
た
ち
が
、
派
遣
報
告
に

来
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
が
「
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
言
語
が
異
な
り
会
話
に
不
自

由
さ
れ
大
変
で
し
た
ね
」
と
言
葉
を
掛
け
た
ら
、

生
徒
さ
ん
か
ら
「
言
葉
は
相
手
に
意
思
を
伝
え

る
手
法
で
あ
り
、
た
と
え
英
語
が
解
ら
な
く
て

も
意
思
を
伝
え
る
熱
意
が
あ
れ
ば
通
じ
合
え
ま

す
」
と
の
返
事
で
し
た
。
私
は
そ
の
言
葉
を
聞

い
て
感
動
・
感
激
を
し
ま
し
た
。
私
も
、
学
生

時
代
に
英
語
を
勉
強
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、

学
校
で
の
英
語
の
授
業
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、

文
法
重
視
で
相
手
に
意
思
を
伝
え
る
と
い
う
概

念
は
、
気
薄
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
学
習
指
導
要
領
が
約
10
年
振
り

に
改
訂
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
、
外
国
語
教
育

の
充
実
に
向
け
、
小
学
校
の
高
学
年
で
は
外
国

語
が
教
科
に
、
中
学
年
で
は
外
国
語
活
動
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
原

体
験
」
と
言
う
概
念
か
ら
、
人
の
生
き
方
や
考

え
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
学
童
期
に
英
語

教
育
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
大
変
効
果
が
あ

り
、
素
晴
ら
し
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

小
学
生
の
時
か
ら
英
語
を
学
ぶ
こ
と
は
、
子

供
達
に
と
っ
て
は
、
学
習
の
範
囲
が
広
く
な
り

大
変
な
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
我
々
、
大
人
に

と
っ
て
も
大
変
な
事
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
子

供
達
の
家
庭
で
の
英
語
学
習
に
お
い
て
、
逃
げ

て
い
て
は
解
決
に
至
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
難
し

い
文
法
を
学
ぶ
に
は
抵
抗
が
あ
り
ま
す
が
、
相

手
に
自
分
の
意
思
を
伝
え
る
手
法
と
し
て
、
身

振
り
手
振
り
を
併
用
す
る
英
語
教
育
で
あ
れ
ば
、

大
変
身
近
な
感
じ
が
致
し
ま
す
。「
相
手
に
意

志
を
伝
え
る
英
語
」
へ
の
変
革
は
歓
迎
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
私
も
子
供
達
と
同
じ
よ
う
に
、

英
語
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て

再
認
識
し
、
楽
し
く
外
国
語
に
接
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
子
供
達
の
学
習
ス
タ
イ
ル
の

変
革
に
合
わ
せ
、
我
々
大
人
も
語
学
学
習
に
対

し
て
の
先
入
観
（
壁
）
を
な
く
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
家
庭
で
は
子

供
達
と
親
が
一
緒
に
な
っ
て
、
外
国
語
の
楽
し

い
学
び
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
芸
高
田
市
は
外
国
人
観
光
客
が
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
安
芸
高
田
市
に
は
国
史
跡
の
郡

山
城
跡
・
甲
立
古
墳
、
湧
永
庭
園
・
土
師
ダ
ム

と
い
っ
た
景
勝
地
、
神
楽
・
田
楽
の
伝
統
芸
能
、

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
・
湧
永
レ
オ
リ
ッ
ク
の

マ
ザ
ー
タ
ウ
ン
、
等
々
の
「
宝
」
が
沢
山
あ
り

ま
す
。
言
語
の
異
な
る
外
国
人
に
、
こ
れ
ら
安

芸
高
田
市
の
「
宝
」
を
効
果
的
に
宣
伝
発
信
す

る
為
に
は
、
行
政
の
み
な
ら
ず
、
市
民
の
皆
様

も
「
市
民
総
ガ
イ
ド
」
と
し
て
協
力
し
て
頂
け

れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。
3
年
後
に
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
外
国
人
観
光
客
が
安
芸
高
田

市
を
訪
れ
る
と
思
い
ま
す
。
丁
寧
な
案
内
、
言

葉
遣
い
は
外
国
人
の
印
象
を
良
く
し
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
安
芸
高
田
市

の
観
光
客
の
増
加
に
寄
与
し
て
く
れ
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

私
は
食
・
文
化
も
気
持
ち
を
伝
え
る
言
葉
と

思
っ
て
い
ま
す
。
安
芸
高
田
市
で
は
、
多
文
化

共
生
事
業
の
一
貫
と
し
て
、
ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク

パ
ー
テ
ィ
ー
に
よ
る
食
・
文
化
の
交
流
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
生
涯
学
習
事
業
と
し
て
英
会

話
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
外
国
人
や
市

民
の
皆
様
が
気
軽
に
参
加
出
来
る
仕
組
み
作
り

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●題字：安芸高田市長　浜田一義

原
体
験
を
大
切
に
し
た
英
語
教
育
に
つ
い
て

1
vol.

介護保険の使い方

〈 受付窓口 〉市役所各支所窓口
〈 必要書類 〉「要介護認定・要支援認定申請書」　※用紙は各支所にあります
 　　  「介護保険被保険者証」　※添付して提出する必要があります

「認定調査票」※1と「主治医意見書」※2の内容を基にコンピュータによる一次判定、
「介護認定審査会」※3による二次判定が行われます。

郵送で通知します。

申請方法

判　定

結果の通知

訪問調査員が自宅または入所施設等を訪問して、ご本人の心身の状態や生活の
状況について聞き取りを行い作成します。
申請時に申し出のあったかかりつけ医師に、主治医意見書及び作成依頼書を郵
送して主治医意見書の記入を依頼します。
医師および医療、福祉、保健分野の有識者によって構成されています。

※1認定調査票

※2主治医意見書

※3介護認定審査会　

要支援１～要支援 2、要介護 1～要介護 5の 7段階
（要支援 1が最も軽く、要介護 5が最も重い状態）
※介護の度合いによって、それぞれ 1 か月に利用できるサービス費用の上限が定められてい
ます。
※上記いずれの状態にも当てはまらない場合は「非該当」となり、介護保険によるサービス
を受けることができません。市が実施する一般介護予防事業の利用を希望される場合は
安芸高田市地域包括支援センター（☎47-1132）までご相談ください。

介
護
保
険
の
認
定
に
つ
い
て

申請から通知までの流れ

介護保険によるサービスを利用するためには、
「要介護」または「要支援」の認定を受けることが必要です。

サービス利用の調整は、
ケアマネジャーが行います。

　介護サービスを利用するときには、あらかじめ
「ケアプラン（介護サービス計画書）」を作成し、
その計画書に基づいてサービスが提供されます。
ケアプランは、ご本人の意向や身体状況に基づい
て、ケアマネジャ－が作成します。介護保険の認定
を受けたら、まず担当のケアマネジャーを決める必
要があります。一般に「要支援」の場合は「地域
包括支援センター」へ、「要介護」の場合は「居
宅介護支援事業所」へ相談します。新規に認定を
受けた方には、結果通知と合わせて安芸高田市内
の事業所のリストを同封して郵送します。

介護サービス利用時の負担は、
1割（所得によって2割）です。

　介護保険によるサービスを利用した場合、かかっ
た費用の 1 割（所得によって 2 割）の負担が必要
となります。1か月の利用者負担が一定額を上回っ
た場合、超過分が還付される制度もあります。( 高
額介護サービス費）
　施設入所時や短期入所時の食費や居住費は、自
己負担となります。

ふれあいプラザ向原

吉田人権会館広島断酒ふたば会（中田克宣）
☎090-4802-1865

場所・日時

お問い合わせ

自分や家族のお酒の問題で悩んでいませんか？
お気軽にご相談ください。断酒会

5月19日(金)18：30～20：30
5月28日(日)13：30～15：30

5月05日(金)18：30～20：30
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5月26日（金）
2歳6か月児相談

撮影に関するお問い合わせは
政策企画課まで。
企画振興部　政策企画課
☎42-5627

子育て中のみなさんを応援するコーナー。子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。子育て中のみなさんを応援するコーナー。子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

地域子育て支援センター

　家庭児童相談員、母子・父子自立支援員、保健師、
子育て支援員が子育ての悩みなど相談に応じます。

子育て相談
子育て支援センター　☎４７-１２８３(子育て支援課)

こども発達支援センター　

☎４７-４１５１ (保健センター2階 吉田町常友)

☎４2-0662 (吉田保育所)
☎45-2118 （小田東保育所）

●受付時間／月曜日～金曜日　8：30～17：15 
　　　　　　　〈電話での相談も受け付けています〉

　こども発達支援員が、就学までの乳幼児の心身の
成長・発達に関する悩みなど相談に応じます。
●受付時間／月曜日～金曜日　8：30～17：15
　　　　　　　〈相談の申し込みは電話で受け付けをしています〉

健康診査
健康長寿課　☎42-5633

　子育て中の親子交流の場です。子ども向けのオモチャ
を置いていますので、お気軽にお子様とご利用下さい。

●場所／クリスタルアージョ１階（吉田町吉田）
　　　　エレベーター正面奥側
●利用時間／月曜日～金曜日　8：30～17：15

下記の保育園は、随時園庭解放を行っております。行事の都合がありますので、各保育園にお問い合わせください。
刈田保育園 ☎52-2099　八千代南保育園 ☎52-3048　可愛保育園 ☎43-1776

子どもたちは友だちと遊んだり、お母さんと遊んだりと楽しい時間が過ごせます。そのかたわらで、
保護者の方は育児の悩みなど情報交換もできます。　 　《 持参するもの 》 お茶・タオル・着替え

健診 対象 月日 受付時間 会場

3歳児
健康診査

H25年
11月生まれ

5月11日（木）

1歳6か月児
健康診査

H27年
10月生まれ

5月18日（木）

乳児健康診査 H28年
7月生まれ 5月25日（木）

13:00 ～
　　13:15

保健センター

※健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全
般における個別相談です。
※対象の方には個人通知します。
※体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に健康長寿課
までご連絡ください。

４か月児相談・２歳６か月児相談
健康長寿課　☎42-5633

月日 受付時間 対象 会場

5月26日（金） 保健センター

10:00 ～ 10:30 ２歳６か月児
（平成26年11月生まれ）

13:00 ～ 13:30 ４か月児
（平成29年1月生まれ）

※内容は、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全般における個別
相談です。
※対象の方には個人通知します。
※体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に健康長寿課ま
でご連絡ください。

育児相談
健康長寿課　☎42-5633

月日 開催時間 対象 会場

10:00 ～ 11:30 保健センター5月12日(金) 乳幼児

※お子さんの身体測定をしてみましょう。保健師・栄養士が相談に応
じます。

母乳相談会
健康長寿課　☎42-5633

月日 開催時間 対象 会場

10:00～11:30 保健センター5月12日(金) 妊婦・産婦

※母乳測定、乳房トラブル、卒乳など、お気軽にご相談ください。
※希望される方は、事前に健康長寿課（電話・お太助フォン42-5633）
までご連絡ください。

助産師が個別にご相談に応じます

すくすく離乳食教室（乳幼児健康教室）
健康長寿課　☎42-5633

お口の発達にあった離乳食をすすめよう！
離乳食を楽しく学んでクッキング♪
1食分を実際に試食してみましょう！！

※対象月齢ではない場合も相談に応じて参加いただけます。
※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。  
※参加希望の方は、健康長寿課へお申し込みください。
　●受付時間は8：30～ 17：15　土日祝は除く

5月 2日（火）
10：00～ 11：30
5月 9日（火）

10：00～ 11：30

小原保育所

ひの川幼稚園

向原こばと園

みどりの森保育所

吉田保育所

みつや保育所

吉田幼稚園

吉田保育所

入江保育園

園庭開放

園庭開放

園庭開放

園庭開放

体験入園

園庭開放

園庭開放

日　時 保育所（園）名 内　容 日　時 保育所（園）名 内　容

吉田保育所

吉田保育所

くるはら保育園

かわね保育園

ふなさ保育園

甲立保育所

小田東保育所

吉田幼稚園

吉田保育所

園庭開放

園庭開放

園庭開放

園庭開放

園庭開放

園庭開放

園庭開放

園庭開放

園庭開放
（わいわいランド）

園庭開放
（なりきって遊ぼう）

園庭開放
（なかよし広場）

5月 9日（火）
9：30～ 11：00
5月 9日（火）

9：30～ 11：00
5月10日（水）
9：30～ 11：00
5月10日（水）
9：45～ 11：00

5月11日（木）
9：45～ 11：00
5月12日（金）

10：00～ 11：30
5月16日（火）

10：00～ 11：30

5月16日（火）
10：00～ 11：30

5月18日（木）
10：30～ 11：45
5月18日（木）

10：00～ 11：30

5月18日（木）
9：30～ 11：00
5月23日（火）

10：00～ 11：30

5月25日（木）
10：00～ 11：30

5月30日（火）
10：00～ 11：30
5月31日（水）
9：45～ 11：00

5月26日（金）
10：00～ 11：30

生後４か月を迎えた赤ちゃんとその保護者に、
ブックスタートパック（絵本１冊、赤ちゃんおす
すめ本リストなど）をプレゼントします。
詳しくは、健康長寿課から郵送する『４か月児
相談』の案内をご覧ください。

教育委員会生涯学習課　☎４２-００５４

赤ちゃんと保護者に
絵本の楽しさをお届けします

子育て支援センター　☎47-1283（子育て支援課）

※小さな子どもと保護者のための場所です。
   小学生以上の利用はご遠慮ください。

※持ち物／水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
※託児はありませんが、対象年齢ではないごきょうだいを一緒
に連れてこられても大丈夫です。
※事前の予約は必要なく、参加費は無料です。

５月１１日（木）
受付10：00～ 10：15
活動10：15～ 10：45
５月１９日（金）

受付10：00～ 10：15
活動10：15～ 10：45
５月２５日（木）

受付10：00～ 10：15
活動10：15～ 11：00

と　き ところ 内容

　子育てをしている保護者と子どもの交流の場として
いつでもご利用できます。保育士による育児相談やア
ドバイスなど、地域での子育てを支援しています。

日時 場所 申込期間 対象 持参物

5月31日(水)
10:00 ～ 11:30

クリスタルアージョ
101

5月19日(金）～
　　5月25日(木）

生後9か月児～
1歳6か月児とその家族

保護者エプロン

　子育て家庭の交流の場として、親子交流会と親子体
操を開催しています。お気軽にご参加ください。

吉田運動公園
エアロビクス室
（吉田町相合）

親子交流会
対象年齢
０歳児
親子体操
対象年齢
２～４歳児
親子交流会
対象年齢
１歳児

クリスタルアージョ １階
プレイルーム
（吉田町吉田）
吉田運動公園
エアロビクス室
（吉田町相合）
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http://www.akitakata.jp/ja/shisei/section/119/

安芸高田市消防本部・安芸高田消防署

TEL 42-0931　FAX 47-1191

平成 23年 6月 1日 (新築の住宅にあっては平成 18年 6月 1日 )から
すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられています。

住宅用火災警報器、設置していますか？

　住宅火災では、「逃げ遅れ」が原因で死亡するケー
スが多く、特に寝ている時に犠牲になることがほとん
どのため、睡眠中も火災に気付けるよう「寝室」が有
効な設置場所となります。
　また、煙は階段を通じて上階へ広がることから、上
階の部屋へ煙が充満する前に煙に気付くことができる
ため、「階段」にも設置が必要になります。

住宅用火災警報器の設置調査にご協力いただきありがとうございました。

警報機の設置により大火を防いだ事例

　男性（70代）は居室内のベッドで就寝中に、
住宅用火災警報器の鳴動音で目を覚まし、
ベッド脇の床に置いてある電気ストーブに掛
布団が接触して、火が出ているのを発見した。
その後、掛布団にバケツで２～３回、さらに
風呂桶で２～３回水を掛け消火した。

　男性（30 代）は、付近住宅から警報音と
煙の臭いを確認。外に出て鳴動している住宅
に行ったが、居住者は不在であった。近隣住
民と玄関ドアを開けたところ、煙が充満してお
り、奥に入るとごみ箱から煙が出ていたので
ごみ箱を外に出し、屋外の水道に繋がれたホー
スで水をかけ、初期消火を実施した。

（安芸高田市火災予防条例による）

◎寝室・・・すべての寝室が対象
◎階段・・・寝室が２階にある場合

どこに設置するの？

なぜ「寝室」や「階段」に必要なの？

　無作為に抽出した安芸高田市内の 43 世帯を対象に住宅用火災警報器の設置状況調査を実施いたしました。調査にご
協力いただき、ありがとうございました。調査結果につきましてはあらためて広報誌に掲載いたします。

設置が義務付けら
れているところ

空き家の発生により想定される問題

なくそう交通事故

減らそう犯罪

全国の空き家総数はこの 20 年で倍増していま
す。安芸高田市も例外ではありません。その空き
家の中には、管理が不十分な空き家があり、下記
のような悪影響を周囲に及ぼす恐れがあります。
① 劣化による防災性の低下による倒壊等の危険
② 倒壊による近隣への被害
③ 犯罪の誘発
④ 風景、景観の悪化や、衛生的な問題
空き家は所有者が管理をしていかなければなりま
せん。現在、空き家をお持ちの方で思い当たる点が
ありましたら、住宅政策課までご相談ください。

※空き家を「売りたい・貸したい」、その他管理・
　活用など、お気軽にご相談ください。

※空き家等とは
「建築物又はこれに附属する工作物であって、居住
その他の使用がなされていないことが常態であるも
の及びその敷地（立木その他の土地に定着する物を
含む）」をいう。
※特定空き家等とは
①そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険とな
るおそれのある状態 
②著しく衛生上有害となるおそれのある状態 
③適切な管理が行われないことにより著しく景観を
損なっている状態 
④その他周辺の生活環境の保全を図るために放置す
ることが不適切な状態

HP登録件数
新規登録件数
成立件数

44件
29件
26 件

186 人

75 件

★H28 年度空き家バンク登録・成立状況（累計）

188 人

42 件
30 件
28 件

空き家利用希望者数

区分 2月末 3月末 H27年度まで

・正面衝突 1件　・追突事故 2件　

管内交通事故の特徴

安芸高田警察署　　☎47-0110
市役所危機管理課　☎42-5625

特殊詐欺事例紹介

全国
13.5％空き家率

広島県
15.9％

安芸高田市
19.6％

（※平成 25年度総務省調査）

高齢者だけでなく、若い人でも特殊詐欺の被害者になる可能性があります。電話やメールで
お金の話が出たら「詐欺」だと思い、すぐに警察や市役所、親族知人に相談しましょう。

「市役所健康保険課です。還付金があり 3 月に
ハガキを送ったが連絡がなかった、8 月が締切
だったが、ＡＴＭで手続きすれば間に合う」と市

役所職員を装って電話が入り、慌てて銀行に行き携
帯電話で担当者の指示を受けながらＡＴＭを操作したら、
自分の預金口座からお金が消えた。

「動画サイト契約の未払金があり、支払
わなければ法的手続きを開始します。
不明な点は下記連絡先までお電話くだ

さい」等のメールを受信し、記載されてい
る連絡先に電話をすると「支払わなければ裁判に
なる」と言われ支払ってしまった。

架空請求
詐欺

還付金
詐欺

ゴールデンウィークなど行楽地に向かう車が増え、交
通状況が変化します。速度を控えめに車間距離は十
分にとり、安全確認を怠らず、時間と心にゆとりを持っ
た運転を心がけましょう。交通ルールを守ってご家族
や友人と楽しい思い出を持って帰りましょう！

めざせ！日本一安全・安心な広島県の実現
『アンダー80作戦』～2020年に向けて～

広島県警察では、平成 32年（2020 年）までに
特殊詐欺の年間被害額を5億円以下とすること、
交通死亡事故者数を年間 75人以下とすることを目指します。

行楽期の交通事故防止 安芸高田警察署メルマガ
身近な犯罪情報な
どをタイムリーに
配信しています（右
のＱＲコードから
登録できます）

2627 広報 あきたかた 平成29年5月号広報 あきたかた 平成29年5月号



Living 
Information

安芸高田市　☎42-2111（代）

Living 
Information

安芸高田市　☎42-2111（代）
〈 FAX 〉

総務部・企画振興部・・・・・42-4376
市民部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・42-2130
福祉保健部・・・・・・・・・・・・・・・42-2130
産業振興部・・・・・・・・・・・・・・・42-1003
建設部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・47-1206
教育委員会・・・・・・・・・・・・・・・42-4396
議会事務局・・・・・・・・・・・・・・・47-0250
消防本部・消防署・・・・・47-1191

八千代支所・・・・・・・・・・・☎52-2111
美土里支所・・・・・・・・・・・☎54-0311
高宮支所・・・・・・・・・・・・・・・☎57-0311
甲田支所・・・・・・・・・・・・・・・☎45-4111
向原支所・・・・・・・・・・・・・・・☎46-3111

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
や
、

難
病
患
者
等
の
方
に
対
し
て
、
身
体
機
能

を
補
完
又
は
代
替
す
る
た
め
の
補
装
具
費

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

車
椅
子
・
補
聴
器
・
義
肢
な
ど
の
補
装

具
を
購
入
さ
れ
る
際
、
補
装
具
費
の
支
給

を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
身
体
障
害
者
更

生
相
談
所
等
の
判
定
が
必
要
で
す
。

そ
の
内
、
安
芸
高
田
市
で
は
、
肢
体
障

害
に
関
す
る
補
装
具
判
定
会
が
次
の
日
時

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
判
定
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
　

※

補
装
具
の
購
入
・
修
理
の
対
象
に
は
、

障
害
の
種
別
・
等
級
に
よ
り
制
限
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
６
月
28
日
（
水
）・
10
月
25
日
（
水
）

・
受
付…

…
…

13
時
〜
14
時

・
判
定
開
始…

14
時
〜

※

時
刻
は
両
日
と
も
同
様

　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

　
車
椅
子
（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
に
限

る
）・
電
動
車
椅
子
・
義
肢
・
座
位
保
持

装
具
・
重
度
障
害
者
用
意
思
伝
達
装
置

※

既
製
品
の
車
椅
子
、
歩
行
器
、
盲
人
安

全
つ
え
、
義
眼
、
眼
鏡
な
ど
は
判
定
不

要
で
す
。

て
、
老
朽
し
て
い
る
衛
生
設
備
・
空
調
設

備
・
電
気
設
備
の
改
修
も
行
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
来
庁
時
に
工
事
の

騒
音
・
振
動
等
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た

し
ま
す
が
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　平
成
29
年
5
月
〜

平
成
30
年
1
月
末

候
補
者
の
政
見
な
ど
を
掲
載
し
た
「
選

挙
公
報
」
の
配
布
は
、
新
聞
へ
の
折
込
、

及
び
安
芸
高
田
市
役
所
本
庁
・
各
支
所
へ

の
設
置
で
行
う
予
定
で
す
。

新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い
、
新
聞
の

折
込
が
入
ら
な
い
等
の
理
由
に
よ
り
「
選

挙
公
報
」
の
郵
送
を
ご
希
望
の
方
に
は
郵

送
い
た
し
ま
す
の
で
、
送
付
先
を
事
前
に

選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

※

無
投
票
と
な
っ
た
場
合
に
は
選
挙
公
報

は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

※

広
島
県
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て
、
次

回
の
一
般
選
挙
か
ら
選
挙
公
報
が
発
行

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

当
館
が
近
年
収
集
し
た
多
岐
に
渡
る
資

料
の
一
部
を
紹
介
す
る
展
示
会
で
す
。

★
こ
ど
も
の
日
は
小
中
学
生
入
館
無
料

5
月
5
日(

金)

こ
ど
も
の
日
は
小
中

学
生
の
博
物
館
入
館
を
無
料
と
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
家
族
連
れ
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

こ
の
度
、
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
本
庁
第
一
庁
舎
の
耐
震
補
強
工
事
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
耐
震
補
強
工
事
に
併
せ

　
4
月
29
日(

土)

〜
6
月
25
日(

日)

　
安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館
　
　

　
　
吉
田
町
吉
田
２
７
８

－

1

お
知
ら
せ

催
し

本
庁
第
一
庁
舎
の
耐
震
補
強
工
事

財
産
管
理
課

☎
42

-

５
６
１
３

選
挙
公
報
を
郵
送
し
ま
す

選
挙
管
理
委
員
会

☎
42

-

１
１
３
６

障
害
が
あ
る
方
へ
の
補
装
具
判
定
会

社
会
福
祉
課

☎
42

-

５
６
１
５

春
季
企
画
展
「
新
収
蔵
品
展｣

安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

☎
42

-

０
０
7
0

期
間

場
所

予
定
工
期

日
時

場
所

内
容

安芸高田市教育委員会

文化財係専門員　秋本 哲治

が
残
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

城
跡北

郭
群
は
北
端
に
堀
切
が
あ
る
以
外
は

平
坦
地
が
尾
根
上
に
延
々
と
残
っ
て
い
ま

す
。
一
部
に
は
石
積
も
あ
り
、
中
心
部
か

ら
は
独
立
し
て
い
た
よ
う
に
も
見
え
ま

す
。
一
方
、
中
心
部
の
周
囲
は
す
ぐ
西
に

大
規
模
な
連
続
竪
堀
が
あ
る
な
ど
多
数
の

竪
堀
、
堀
切
、
土
塁
等
に
よ
り
徹
底
的
に

防
御
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
心
部
に

比
べ
て
そ
れ
以
外
の
平
坦
面
の
加
工
が
粗

い
こ
と
が
特
徴
的
で
す
。
一
連
の
再
調
査

の
結
果
、
松
尾
城
は
南
北
８
０
０
ｍ
、
東

西
４
０
０
ｍ
の
範
囲
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
市
内
で
も
屈
指

の
規
模
で
す
。
ま
た
、
西
の
谷
に
は
１
０

０
ｍ
以
上
の
謎
の
石
列
が
残
り
ま
す
。

考
察中

心
部
は
高
橋
氏
の
当
主
ク
ラ
ス
が
在

城
し
、
極
度
の
緊
張
状
態
で
あ
っ
た
と
い

え
ま
す
。
そ
の
他
の
周
辺
部
は
、
元
就
ら

に
攻
め
ら
れ
た
際
に
高
橋
方
の
城
兵
が
陣

地
と
し
て
増
築
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
石
積
み
の
存
在
な
ど
か
ら
臨
時

的
に
増
築
し
た
と
は
言
い
切
れ
ず
、
高
橋

氏
滅
亡
後
に
再
利
用
さ
れ
た
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。

今
後
検
討
を
進
め
ま
す
が
、
高
橋
氏
の

権
力
を
し
の
ば
せ
る
史
跡
で
す
。

立
地今

回
新
た
に
確
認
し
た
の
が
、
中
心
部

北
側
及
び
そ
の
東
に
派
生
す
る
尾
根
上
の

遺
構
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
標
高
４
０
０

ｍ
以
上
で
す
。
さ
ら
に
、
中
心
部
の
東
西

に
も
広
範
囲
に
平
坦
地
を
確
認
し
ま
し
た
。

歴
史一

五
二
九
〜
三
〇
年
頃
に
、
毛
利
元
就

ら
大
内
方
の
軍
が
高
橋
弘
厚
の
守
る
こ
の

城
を
攻
め
て
落
城
。
以
後
使
用
さ
れ
た
記

録
が
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
当
時
の
遺
構

シリーズ｢お城拝見！｣第 74回松尾城（北郭群ほか）《美土里町横田》

前
回
に
続
い
て
再
調
査
を
行
い
、
従
来
よ
り

も
相
当
広
範
囲
に
遺
構
を
確
認
し
ま
し
た
。

敗
者
と
な
っ
た
高
橋
氏
の
歴
史
を
伝
え
る
貴

重
な
史
跡
で
す
。

謎の石列（北側より撮影）

北郭群石積（東側より撮影）

位置図（国土地理院標準地図に加筆）
400400

400400

400400

390390
380380
370370 360360

松尾城全域松尾城全域→
登
城
口

→
登
城
口

堀切堀切

堀切堀切

中心部中心部
謎の石列
（写真）
謎の石列
（写真）

南
郭
群

南
郭
群

土
橋
土
橋

石積（写真）石積（写真）

北
郭
群

北
郭
群

北
郭
群

北
郭
群

南
郭
群

南
郭
群

連
続
堅
堀

連
続
堅
堀

県道県道

中心部中心部

きたくるわぐん

00 100m100m

松尾城略測図（作図　秋本哲治）
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る
よ
う
、
要
約
筆
記
奉
仕
員
と
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
け
る
方
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ

受
講
く
だ
さ
い
。

　
平
成
29
年
６
月
か
ら
平
成
30
年
3
月

※

開
講
式
　
平
成
29
年
6
月
3
日（
土
）

　
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日

　
10
時
〜
12
時

　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

　
　
安
芸
高
田
市
に
お
住
ま
い
の
方
、

　
　
又
は
勤
務
さ
れ
て
い
る
方

次
の
要
件
全
て
に
該
当
さ
れ
る
方

①
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
る
方

②
タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
で
１
分
間
70
文
字

以
上
の
文
字
入
力
が
で
き
る
方

　
　
　
10
名
程
度

　
　
無
料

※

た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
３
，
４
０
０
円

の
負
担
が
必
要
で
す

　
　
　
5
月
26
日
（
金
）

講
座
を
修
了
し
た
方
は
、
広
島
県
要
約

筆
記
者
養
成
講
座
（
後
期
）
の
受
講
資
格

が
得
ら
れ
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
　
清
風
会

☎
43

－

０
６
１
１

　
43

－

０
１
８
０

　
安
芸
高
田
市

※

日
時
・
会
場
は
都
合
に
よ
り
変
更
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

・
期
日
前
投
票
立
会
人

8
時
30
分
か
ら
20
時
ま
で

・
投
票
立
会
人

1
日
　
１
０
，
７
０
０
円

・
期
日
前
投
票
立
会
人

1
日
　
９
，
５
０
０
円

※

い
ず
れ
も
源
泉
徴
収
の
対
象
で
す
。

・
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
の「
氏
名
、住
所
、

生
年
月
日
、電
話
番
号
、所
属
政
党
」
を
、

選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ご
不
明

な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

聴
覚
障
害
の
あ
る
方
や
言
語
障
害
の
あ

る
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
話
の
内
容
等
の
要
点
を

ま
と
め
な
が
ら
、
そ
の
場
で
文
字
に
し
て

伝
え
る
「
要
約
筆
記
」
が
あ
り
ま
す
。

要
約
筆
記
に
は
、
手
書
き
要
約
筆
記
と

パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
が
あ
り
、
今
年
度
は
パ

ソ
コ
ン
要
約
筆
記
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

聴
覚
障
害
の
あ
る
方
等
が
、
様
々
な
場

で
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ

図
、
現
況
写
真
、
原
材
料
費
の
見
積
書

・
柵
の
設
置
方
法
な
ど
の
獣
害
対
策
に
つ

い
て
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
も

行
っ
て
い
ま
す
。

応
募
さ
れ
た
方
を
選
挙
管
理
委
員
会
で

登
録
し
、
選
挙
の
お
よ
そ
２
か
月
前
に
文

書
な
ど
で
ご
都
合
を
確
認
し
、
投
票
に
立

ち
会
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

投
票
所
（
ま
た
は
期
日
前
投
票
所
）

で
投
票
が
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る

か
、
立
ち
会
い
ま
す
。

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
有
権
者

・
投
票
立
会
人

７
時
か
ら
投
票
所
閉
鎖
時
刻
（
一
部
の

投
票
所
を
除
き
18
時
）
ま
で

　
　
　
６
月
13
日

　
　
　
６
月
18
日

　
来
原
財
産
区
議
会
議
員
　
６
人

　
船
佐
財
産
区
議
会
議
員
　
６
人

　
川
根
財
産
区
議
会
議
員
　
６
人

・
市
内
の
圃
場
で
発
生
す
る
野
生
鳥
獣
の

被
害
を
防
止
す
る
た
め
設
置
す
る
防
護

柵
（
電
気
柵
・
金
網
・
魚
網
・
ト
タ
ン
等
）

の
原
材
料
費
が
10
万
円
を
超
え
る
場

合
、
超
え
た
額
の
50
％
以
内
の
額
（
１

０
０
万
円
を
限
度
）
を
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
し
ま
す
。

・
新
設
又
は
既
存
施
設
で
は
被
害
を
防
止

で
き
な
い
野
生
鳥
獣
の
対
策
の
た
め
、

追
加
設
置
及
び
補
強
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

※

補
修
及
び
更
新
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
原
則
と
し
て
２
戸
以
上
の
共
同
設
置

で
あ
る
こ
と
。

※

地
理
的
条
件
等
に
よ
り
共
同
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
個
人
設
置

も
対
象
と
し
ま
す
。

・
交
付
申
請
書
、
同
意
書
、
設
置
位
置

憲
法
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
無
料

法
律
相
談
室
を
開
設
し
ま
す
。

　
5
月
9
日
（
火
）
13
時
〜
16
時

　※

受
付
は
15
時
30
分
ま
で

　
不
要

　
広
島
地
方
裁
判
所
三
次
支
部

　
三
次
市
三
次
町
１
７
２
５

－

１

　
☎
０
８
２
４

－

63

－

５
１
４
１

・
民
事
（
不
動
産
・
登
記
・
金
銭
・
交
通

事
故
関
係
、
損
害
賠
償
、
そ
の
他
）

・
家
事
（
相
続
・
遺
産
分
割
、
夫
婦
・
親

子
関
係
、
遺
言
、
そ
の
他
）

裁
判
所
、
検
察
庁
、
法
務
局
、
弁
護
士
会

広
島
地
方
裁
判
所
三
次
支
部
庶
務
課

☎
０
８
２
４

－

63

－

５
１
４
１

安
芸
高
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い

て
、
任
期
満
了
に
よ
る
来
原
財
産
区
・
船

佐
財
産
区
・
川
根
財
産
区
議
会
議
員
一
般

選
挙
を
執
行
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

広
島
法
務
局
三
次
支
局
と
三
次
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
で
は
、
６
月
１
日
「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」
を
中
心
に
、
市
内
各
地

に
お
い
て
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
、

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
難
し
い
手
続
き
は
あ

り
ま
せ
ん
。
相
談
内
容
は
厳
守
し
ま
す
。

日
常
で
の
困
り
事
、
心
配
事
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

・
６
月
１
日
（
木
）

　
　
吉
田
人
権
会
館

　
　
市
役
所
美
土
里
支
所

・
６
月
２
日
（
金
）

　
　
八
千
代
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
た
か
み
や
人
権
会
館

　
　
甲
田
人
権
会
館

・
６
月
５
日
（
月
）

　
　
市
役
所
向
原
支
所

※

い
ず
れ
も
時
間
は
10
時
か
ら
15
時
で
す

○
平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者

４
人
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対

象
に
、６
月
１
日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。

調
査
票
は
５
月
中
に
配
布
す
る
予
定
で

す
。

○
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け
る

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
政
府
の
重
要
な
調
査
で
、

統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
の
あ
る
基

幹
統
計
調
査
で
す
。

○
調
査
の
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域

振
興
な
ど
、
国
及
び
地
域
行
政
施
策
の

た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ

ま
す
。

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容

は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
（
税
の
資
料

な
ど
）
に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

政
府
は
、
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
に
努
力

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
て
の

遺
骨
を
完
全
に
収
集
す
る
こ
と
は
事
実
上

不
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
遺
族
の
要
望

に
こ
た
え
る
た
め
、
旧
主
要
戦
域
と
な
っ

た
陸
上
及
び
遺
骨
収
集
の
望
め
な
い
海
上

募
集

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
（
6
月
）

広
島
法
務
局
三
次
支
局

☎
０
８
２
４

-

62

-

５
０
７
０

来
原
・
船
佐
・
川
根
財
産
区
議
会
議
員

一
般
選
挙

選
挙
管
理
委
員
会

☎
42

-

１
１
３
６

「
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

（
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
）」受
講
者
募
集

社
会
福
祉
課

☎
42

-

５
６
１
５

投
票
立
会
人

期
日
前
投
票
立
会
人
募
集

選
挙
管
理
委
員
会

☎
42

-
１
１
３
６

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
の
実
施

政
策
企
画
課

☎
42

-

５
６
２
７

有
害
鳥
獣
対
策
補
助
金
制
度

地
域
営
農
課

☎
47

-

４
０
２
１

平
成
29
年
度
慰
霊
巡
拝
の
実
施

社
会
福
祉
課

☎
42

-

５
６
１
５

無
料
法
律
相
談
室
の
開
設

広
島
地
方
裁
判
所
三
次
支
部

☎
０
８
２
４

-

63

-

５
１
４
１

等
に
お
け
る
戦
没
者
を
対
象
と
し
て
次
の

と
お
り
慰
霊
巡
拝
を
行
い
ま
す
。

戦
没
者
の
配
偶
者
（
再
婚
し
た
者
を
除

く
）、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
参
加
遺

族
（
子
・
兄
弟
姉
妹
）
の
配
偶
者
、
戦
没

者
の
孫
、
戦
没
者
の
甥
・
姪
。

な
お
、
参
加
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
遺
族

を
優
先
す
る
た
め
、
過
去
に
参
加
経
験
の

あ
る
遺
族
に
つ
い
て
は
お
断
り
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

・
旧
ソ
連…

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
・
イ
ル

ク
ー
ツ
ク
州
・
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
地

方
・
沿
海
地
方

・
中
国…

東
北
地
方

・
南
方…

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
硫
黄
島
（
第
一
次
）
、
ト

ラ
ッ
ク
諸
島
・
硫
黄
島
（
第
二

次
）
、
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
ー
シ
ャ

ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

　
　
　
８
月
中
旬
か
ら
随
時

※

申
し
込
み
期
日
が
迫
っ
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

※

実
施
時
期
・
実
施
期
間
な
ど
、
詳
し
い

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
課
　
☎
42

－

５
６
１
５

工業統計キャラクター
コウちゃん

慰
霊
巡
拝
参
加
対
象
範
囲

実
施
場
所

会
場

会
場

会
場

実
施
時
期

お
問
い
合
わ
せ
先

日
時

予
約

場
所

相
談
事
項

主
催

お
問
い
合
わ
せ
先

告
示
日

投
開
票
日

定
数

制
度
の
概
要

申
請
に
必
要
な
も
の

補
助
の
条
件

そ
の
他

内
容

資
格

立
会
時
間

報
酬

応
募
方
法

受
講
料

募
集
人
数

期
間

日
時

会
場

対
象
者

応
募
要
件

申
込
期
限

お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

主
催
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寄
附
件
数
　
54
件

寄
附
額
　
　
１
３
３
０
，
０
０
０
円

（
３
月
分
累
計
）

・
入
場
無
料
・
予
約
不
要

※

遠
方
の
方
、当
日
都
合
の
悪
い
方
に
は
、

郵
送
に
て
資
料
を
お
送
り
し
ま
す
。

24.

８
万
円
〜
63.

８
万
円

5
月
26
日
（
金
）
及
び
6
月
9
日
（
金
）

※

コ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

公
益
社
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

（
内
閣
府
公
益
認
定
委
員
会
認
定
）

〒
１
４
１

－

０
０
３
１

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
７

－

15

－

４

☎
03

－

６
４
１
７

－

９
７
２
１

　
03

－

６
４
１
７

－

９
７
２
４

　info@
kskk.or.jp

http://w
w
w
.kskk.or.jp

●
事
前
説
明
会

　広
島
会
場

R
C
C
文
化
セ
ン
タ
ー
６
０
２
会
議
室

広
島
県
広
島
市
中
区
橋
本
町
５

－

11

☎
０
８
２

－

２
２
２

－

２
２
７
７

　
5
月
21
日
　
10
時
〜
11
時
30
分

公
益
社
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

で
は
、
夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
体
験
を
通
し

て
、
お
互
い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
、
国

際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

お
ひ
と
り
で
参
加
さ
れ
る
方
が
7
割
以

上
、
は
じ
め
て
海
外
へ
行
か
れ
る
方
も
多

く
、
全
国
か
ら
参
加
す
る
お
友
達
と
の
出

会
い
も
楽
し
み
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

引
率
指
導
者
も
同
行
し
、
事
前
の
準
備
か

ら
帰
国
ま
で
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
。
ど
な

た
で
も
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
学
校
体
験
・
英
語

研
修
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
・
文
化

交
流
・
地
域
見
学
・
野
外
活
動
な
ど

イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ

ダ
・
サ
イ
パ
ン
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
フ
ィ

ジ
ー
・
フ
ィ
リ
ピ
ン

7
月
26
日
（
水
）〜
8
月
16
日
（
水
）

の
内
8
日
間
〜
18
日
間

※
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

小
学
校
3
年
生
〜
高
校
３
年
生

※

コ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

・
5
月
下
旬
、
全
国
16
都
市
に
て
開
催

安
芸
高
田
市
歯
科
衛
生
連
絡
協
議
会
で

は
80
歳
以
上
で
、
ご
自
分
の
歯
が
20
本
以

上
あ
る
方
を
「
健
康
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
」

（
６
月
開
催
予
定
）に
て
表
彰
い
た
し
ま
す
。

※

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
さ
れ
る
方

①
安
芸
高
田
市
民
の
方

②
昭
和
11
年
12
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

③
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方

④
今
ま
で
に
こ
の
表
彰
を
受
け
た
こ
と
の

な
い
方

　
安
芸
高
田
市
内
の
歯
科
医
院

※

か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
が
安
芸
高
田
市

以
外
の
方
は
、
健
康
長
寿
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
　
5
月
12
日
（
金
）

聴
覚
障
害
や
言
語
障
害
の
あ
る
方
の
社

会
参
加
促
進
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
手
話
奉

仕
員
養
成
講
座
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
経
験
・
未
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

ぜ
ひ
受
講
く
だ
さ
い
。

　
平
成
29
年
5
月
〜
平
成
30
年
3
月

※

開
講
式
　
平
成
29
年
5
月
20
日（
土
）

　
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日

　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

　
　
安
芸
高
田
市
に
お
住
ま
い
の
方
、

　
　
又
は
勤
務
さ
れ
て
い
る
方

　
　
　
30
名
程
度

　
　
無
料

※

た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
３
，
２
４
０
円

の
負
担
が
必
要
で
す

　
　
　
5
月
12
日
（
金
）

社
会
福
祉
法
人
　
清
風
会

☎
43

－

０
６
１
１

　
43

－

０
１
８
０

　
安
芸
高
田
市

※

日
時
・
会
場
は
都
合
に
よ
り
変
更
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

小
学
生
か
ら
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業
参
加
者
募
集

国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
03

-

６
４
１
７

-

９
７
２
１

《応募資格》
18歳以上27歳未満
《受付期間・試験日》
年間を通じて受付しております。
詳細はお問い合わせください。

自衛官候補生
自衛官募集　～平和を仕事にする～

自衛隊可部募集案内所　☎082-815-3980 検索広島地本

《応募資格》
大卒 38歳未満
《受付期間》
4月 21日～5月 26日
《試験日》
6月 26日

《応募資格》
20歳以上の方で
国家免許資格取得者
《受付期間》
4月 21日～5月 26日
《試験日》
6月 23日

技術海上幹部／技術航空幹部 技術海曹／技術空曹

※待遇、給与等の詳しい内容につきましてはホームページをご覧になるか、自衛隊可部募集案内所にお問い合わせください。
※本庁・各支所にパンフレットを置いていますのでご利用ください。

5 月の
休日・夜間の救急医療

※都合により変更になる場合があります。
　出かける前に医療機関へお問い合わせ
　ください。

5 月の納税

ハローワーク安芸高田の
求人求職状況（2月分）

月間有効求職者数

月間有効求人数

月間有効求人倍率

377 人

637 人

1.69 倍

■高田地区
　休日夜間救急診療所
　吉田総合病院（吉田町）
　平日　　　17：00～翌8：30
　日・祝日　   8：30～翌8：30
　【内科・外科】☎42-0636

■固定資産税　第 1期　　
■軽自動車税　全期 納期限：5月３１日（水）

お仕事のご相談・求人募集は
ハローワークをご利用ください
☎42-0605　　42-0224

対
象
者

募
集
人
数

受
講
料

受
講
料

申
込
先

持
参
い
た
だ
く
も
の

申
込
期
限

申
込
期
限

お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

主
催

対
象

会
場

場
所

定
員

時
間

講
師

開
催
日

申
込
期
限

お
問
い
合
わ
せ
先

「
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入
門
編
）」

受
講
者
の
募
集

社
会
福
祉
課

☎
42

-

５
６
１
５

安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

財
政
課

☎
42

-

５
６
２
３

８
０
２
０
表
彰
の
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

健
康
長
寿
課

☎
42

-

５
６
３
３

期
間

日
時

会
場

日
時

内
容

対
象
者

申
込
先

締
切

説
明
会

派
遣
先

対
象

参
加
費

お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

日
時

地元企業として頑張っています！

リージャスクレストゴルフクラブ

・ゴルフプレー券
・宿泊付きプレー券
・1日貸切プラン

返
礼
品

　ロイヤル／グランド　各 18 ホール計
36 ホールのゴルフ場。2007 年には日本
女子プロゴルフ選手権コニカミノルタ杯も
開催されたチャンピオンシップコースです。

コメント

芸
高
田
市
地
域
振
興
事
業
団
で
は
、
地

産
地
消
の
推
進
と
そ
ば
文
化
の
普
及
を
図

る
た
め
、
市
民
の
方
を
対
象
と
し
た
「
三

矢
そ
ば
打
ち
道
場
」
を
開
催
し
ま
す
。

安
芸
高
田
市
に
在
住
か
勤
務
さ
れ
、
そ

ば
打
ち
技
術
を
習
得
し
た
い
初
心
者
の
方

　
安
芸
高
田
市
吉
田
町
吉
田
４
０
６

　
御
里
茶
屋(

少
年
自
然
の
家
の
隣)

　
　
1
回
　
２
，
０
０
０
円
　

三
角
巾
か
手
拭
、
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、

屋
内
で
の
履
物

　
5
名

　
　※

変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

6
月
12
日(

月)

〜
7
月
3
日(

月)

の
間
５
回
開
催

15
時
30
分
〜

17
時
30
分

島
根
県
飯
南
町
頓
原
　
有
限
会
社
一
福

公
益
財
団
法
人
　
安
芸
高
田
市
地
域
振

興
事
業
団
☎
42

－

１
０
１
１

【
担
当:

上
本
・
小
田
】

三
矢
そ
ば
打
ち
道
場
（
第
４
期
）
開
催

負
担
の
少
な
い
水
中
運
動
で
普
段
使
わ

な
い
筋
肉
の
回
復
や
維
持
、
増
進
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

５
月
１
日
（
月
）〜
５
月
20
日
（
木
）

た
か
み
や
湯
の
森
温
泉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

プ
ー
ル

た
か
み
や
湯
の
森
　
☎
59

－

０
０
５
９

た
か
み
や
湯
の
森
温
泉

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ー
ル
健
康
教
室

健
康
長
寿
課

☎
42

-

５
３
６
６

コース

対　象

日　時

定　員

参加費

肩こり・腰痛・膝痛の軽減、予防コース

１７名(定員を超える場合は新規お申し込みの方を優先)

3,500円（温泉プール利用料１回につき500円は別料金）

6/5～7/17
毎週月曜

6/8～7/20
毎週木曜

6/9～7/21
毎週金曜

6/5～7/17
毎週月曜

美土里
高宮地域の方

向原
甲田地域の方

八千代
吉田地域の方 市内全域

体脂肪燃焼
コース

10時～11時　７回コース
・希望者には無料で送迎があります。
・定員に余裕があれば対象地域以外の方も
　参加できます。
　※ただし、送迎はありません。

19時～20時
７回コース

※詳しくは「ふるさとチョイス」ポータルサイトをご覧ください。
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※このおよろこびとおくやみは届出により掲載を希望された方のみです。市外で届けられた方や確認が取れていない方が名前の掲載を希望さ
れる場合は、政策企画課☎42-5627までご連絡ください。

吉田町

吉田町

美土里町

甲田町

向原町

高宮町

八千代町

八千代町

甲田町

美土里町

［吉　田］

［吉　田］

［吉　田］

［吉　田］

［吉　田］

［中　馬］

［中　馬］

［西　浦］

［常楽寺］

［多治比］

［川　本］

［山　手］

［常　友］

［山　部］

木原　 卓男
岩﨑　 正人
平原　 テイ
植田 惠美子
横田　 耕祐
古川　 昭範
奥田　 幸枝
中村　 　悟
田淵　 一之
室坂　 　馨
末岡 ハツヨ
秋田　 一夫
青木　 敬造
森田 ツユコ

（91歳）

（87歳）

（103歳）

（81歳）

（87歳）

（77歳）

（90歳）

（100歳）

（79歳）

（96歳）

（93歳）

（93歳）

（95歳）

（89歳）

［上入江］

［竹　原］

［下　根］

［下　根］

［下　根］

［上　根］

［佐々井］

［生　田］

［生　田］

［本　郷］

［本　郷］

［桑　田］

［横　田］

大田　 佳子
永瀬　 正廣

登成　 京子
古本　 　至
田原 フジ子
根頃　 正秀
橋谷　 　一

井上　 哲士
山藤　 照明
藤田　 和子
中尾 真粧美
高岡　 一枝
佐々木ナルミ

（85歳）

（69歳）

（76歳）

（81歳）

（100歳）

（65歳）

（88歳）

（93歳）

（87歳）

（90歳）

（49歳）

（88歳）

（94歳）

［　北　］

［佐々部］

［佐々部］

［佐々部］

［船　木］

［来女木］

［下小原］

［深　瀬］

［戸　島］

［戸　島］

［保　垣］

［　坂　］

吉原　 一美

坂井　勝明
山本 マツヱ
𠮷川　清美
新川 美知子
宮田 　　穗

山本　 康則
岡田　 　覺

福間　 孝子
菅原 ミチヱ
堤　 　冨子
石見 美香乃

（86歳）

（75歳）

（94歳）

（88歳）

（86歳）

（84歳）

（69歳）

（101歳）

（75歳）

（96歳）

（91歳）

（86歳）

中田　美妃
田口　明磨
藤原　　悠

松本　倖希

（なかたはるひ・女）

（たぐちはるま・男）

（ふじわらはると・男）

（まつもとさつき・男）

片岡　彩羽

花房　佑星

柳原　　煌
湧山　心晴

（かたおかいろは・女）

（はなふさゆうせい・男）

（やなぎはらこう・男）

（わくやまこはる・女）

小島　櫻子
友兼　陽翔
梶山　　蒼

（こじまさくらこ・女）

（ともかねひなた・男）

（かじやまそう・男）

敬称略

敬称略

11 日（木）

25日（木）

予約は 4月 27日（木）より
受付　吉田人権会館
☎42-2826
予約は 5月 11日（木）より
受付 甲田人権会館
☎45-4922

予約は相談日の 5日前まで
たかみや人権会館
☎57-1330
広島県社会保険労務士会三次
支部 道沖祐子 社労士事務所
☎52-3555

総務課
☎42-5611

消費生活相談室
☎42-1143

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～15：00

10：00～15：00

15 日（月）

巡回無料弁護士相談会

行政相談

総合相談 高宮会場

年金・労働
無料相談会

生活困窮者相談・障害者相談・高齢者相談・県民相談・お太助フォン相談・広島県小児救急医療電話相談に関しましては例月通りとなります。

消費生活相談

八千代会場

向原会場

相談会名 相談内容 日にち 時間 場所 予約及びお問い合わせ先

吉田人権会館

甲田人権会館

向原支所

八千代
人権福祉センター

注）相談時間はお 1 人 30 分
までです　注）相談回数は同
じ相談では 1回に限ります
注）訴訟中の相談で弁護士に
利害関係がある場合は、相談
をお断りすることがあります

弁護士が無料で
様々な相談を
お受けします

様々な暮らしの心配事
相談をお受けします

年金・労働のお悩み、障害年
金請求の記入方法などに社会
保険労務士がお答えします

悪質な商取引に関する消費
者相談をお受けします

09日（火）
23日（火）

   24 日（水）

月・金

たかみや人権会館

電話・窓口相談

ゆめタウン吉田店
2F

文化教室

10：00～15：00

13：00～15：45

9：30～12：00
13：00～16：30

5 月の相談

行政相談委員が行政に関
する困りごとや意見など
お受けします 09日（火）

募集対象／安芸高田市在住・在勤・在学の方、そのご家族　安芸高田市ふるさと応援の会会員　安芸高田市内企業関係者
　　　　　※中学生以下の子供さんは、保護者同伴でご参加ください。
募集人数／ 1,500 名（先着申込順）　申込み締切／平成 29年 5月 19日（金）
市内各所から貸切バスを運行しますので、ご利用ください。

10：00 安芸高田市市役所　八千代支所　美土里支所　高宮支所　甲田支所　向原生涯学習センターみらい　【各駐車場】
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